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序文

本市には多くの文化財が存在し、埋蔵文化財の包蔵地についても前川・安楽川・菱田川

を中心に 500ヵ所を超える多数の遺跡が確認されています。特に前川・安楽川沿いに縄

文時代の遺跡が多いことから「縄文銀座」と称されるほどです。また一方で、志布志は古

くから港町として栄え、交易の拠点、交通の要衝として繁栄し、麓地区には多くの武家庭

園・寺院庭園が遺されています。これらの庭園のうち、天水氏庭園・平山氏庭園・福山氏

庭園は「志布志麓庭園」として国指定名勝となり、鳥潰氏庭園と清水氏庭園は国登録名勝

となっています。さらに、志布志をめぐる興亡の歴史を示す中世山城の志布志城跡も

国指定史跡に指定されています。

この報告書は、志布志市教育委員会が主体となって、平成 19年度において確認調査・

全面調査を行った成果をまとめたものであります。

調査の結果、下堀遺跡からは遺物・遺構は確認されませんでしたが、浜場遺跡からは主

に縄文時代早期、古墳時代の遺物・遺構が確認されています。

この発掘調査の成果が、今後の研究資料として活用されるとともに、広く文化財愛護思

想の啓発普及等、地域の文化財として活用され、文化財に対する理解を一層深めるこ

とが出来ればと願っております。

最後に、発掘調査に従事していただいた住民の方々をはじめ、現場における調査か

ら出土資料の整理・報告書の刊行に至るまでご指導・ご協力いただきました県教育委

員会文化財課をはじめとする各関係機関、その他、多くの先生方並びに関係者の方々

に深く感謝申し上げ、刊行の序文といたします。

平成 21年 2月吉日

志布志市教育委員会

教育長坪田勝秀



浜場遺跡・下堀遺跡の位置



例 言

1 本報告書は、半島基幹農道整備事業 草野2期地区の事業実施に伴い志布志市教育委員会

が実施した発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、鹿児島県農政部の委託を受けて志布志市教育委員会が実施した。

3 浜場遺跡の調査は、確認調査・全面調査を平成 19年度に行った。下堀遺跡の調査は確認

調査のみ平成 19年度に行った。整理作業・報告書作成は平成 20年度に行い、鹿児島県教育

庁文化財課及び鹿児島県立埋蔵文化財センターに指導・助言を得た。

4 挿図の縮尺は、各図面に示した。

5 発掘調査における写真撮影は出口順一朗(志布志市教育委員会)が行い、遺構図面の作成

は川ノ上真理・安野美子・山元弓枝(志布志市教育委員会)が行い、一部遺構実測を附埋蔵

文化財サポートシステム鹿児島支店に委託した。なお、遺跡周辺地形の空中写真撮影はふじ

た航空写真に委託した。

6 発掘作業の実施にあたっては、周辺地権者のご理解と地元作業員のご協力により円滑に行

うことができた。

7 整理作業を川ノ上真理、安野美子、山元弓枝(志布志市教育委員会)で、行った。

8 本調査では自然科学分析として樹種同定、放射性炭素年代測定 (AMS法)を株式会社古環

境研究所に委託し分析結果を第VI章に掲載した。

9 本報告書の執筆・編集は出口が行った。

1 0 本報告書に用いた地図は旧有明町及び志布志市所有のものを使用した。

1 1 発掘調査・整理作業並びに報告書作成に際しては、以下の方々にご指導・ご教示を得た。

記して感謝を申し上げたい。

池畑耕一瀬祭久志 中村耕治長野虞ー青崎和憲吉岡康弘(以上鹿児島県立埋蔵文

化財センター) 堂込秀人(鹿児島県教育庁文化財課) 中村直子(鹿児島大学) 小村美

義相美伊久雄大窪祥晃(以上志布志市教育委員会)

1 2 出土遺物の管理・保管は志布志市教育委員会で一括して取り扱い、今後文化財の啓発・普

及に活用したい。



凡 例

1 本報告書に用いたレベル数値は、鹿児島県農政部が提示した事業実施計画図面の数値に基

づくものである。

2 本報告書の土色・土器の色調について、数字及び英字で表記されているものは、農林水産

省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所色票監修「新版標準土色帖 2001年版j

に準じて表記している。

3 遺物番号・各遺構番号は全て通し番号とし、本文及び挿図・図版中の番号と一致する。

4 周辺遺跡一覧に表記しである番号は「周知の埋蔵文化財包蔵地j として登録されている遺

跡番号と対応する。

5 浜場遺跡の確認調査遺物の遺跡名表記は「ハマパ 草 2 確」、全面調査遺物の遺跡名表

記は「ハマパ 草 2Jである。注記の略号は SK=土坑、 T=トレンチ、ヒョウサイ=表面採

集を用いている。

6 平板による遺物取上げを行った包含層遺物は便宜的に用いた調査区(例 1 -1区、 1一

2区等)で出土位置を注記している。

7 遺構の長軸方位は南北方位では北を、東西方位では西を基調にして文章中で表現している。

また、文章中にある遺構の方位の解釈は以下のとおりである。

例 N60 E → 北から東方向に 6。ずれる

8 図面上にある遺物マ}クについては、下記のとおりに分類した。

縄文早期土器 × 成川式土器 ム 土師器 企

須恵器 大近世陶器 ・石器 @ 

石 O 焼石 ・炭

9 図中の方位は一部で磁北を使用している。磁北の場合は IMNJ と標記している。

1 0 土器観察表中に表記しである胎士の分類については、肉眼観察によるものである。胎土の

分類標記は下記の略号を用いている。

「石・長」→石英・長石 「雲J→雲母 「角・輝J→角閃石・輝石

「磯j →小磯 「赤」→赤褐色粒 「砂」→砂粒

なお、「小磯」については直径 2凹以上の粒状のもの、「砂粒」については直径2皿未満の

粒状のものを指す。
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第 I章調査に至る経緯と経過

第1節調査に至る経緯

鹿児島県農政部農地建設課及び農地整備課(大隅地域振興局農林水産部曽於支所、以

下「県農整課J)は、草野2期地区において半島基幹農道整備事業を計画し、事業区内

の埋蔵文化財包蔵地の有無について鹿児島県教育委員会文化財課(以下「県文化財課J)

に照会した。

これを受けて鹿児島県立埋蔵文化財センター(以下「県埋文センターJ) と有明町教

育委員会社会教育課(当時 現「志布志市教育委員会生涯学習課文化財管理室J)が平

成 16年 3月に埋蔵文化財分布調査を実施したところ、事業区内に遺物散布地として、

浜場遺跡が存在することが判明した。

この分布調査の結果をもとに県農整課、県文化財課、志布志市教育委員会文化振興課

(当時 以下「市文化振興課J 現「志布志市教育委員会生涯学習課文化財管理室J) 

は、埋蔵文化財の保護と事業の調整を図るため協議を行った結果、事業着手前に埋蔵文

化財確認調査(以下「確認調査J) を実施することとなった。確認調査は県文化財課の

指導・助言を受けて、志布志市教育委員会(以下「市教育委員会J)が調査主体となり、

平成 19年 7月 17日から 8月 16日にかけて実施した。確認調査の結果、浜場遺跡にお

いて事業対象区域内に縄文時代早期・古墳時代の遺物包含層が存在することが判明した。

この結果を受けて、遺跡の取扱いについて県農整課、県文化財課、市文化振興課で協

議を行い、農道整備事業の推進にあたって遺跡の現状保存は困難であると判断されたた

め、平成 19年 11月 19日から平成 20年 3月 7日にかけて埋蔵文化財が存在する範囲の

全面発掘調査を実施することとなった。

第2節調査の組織

〔確認調査・全面調査〕 平成19年度

調査主体者

調査責任者

調査事務局

調査担当者

志布志市教育委員会

" 教 育 長

" 教 育 次 長

H 文化振興課長

" 文化振興課長補佐

" 文化財係長

" 主 査

" 王 査

" 王 事

" 主 事 ネ市

志布志市教育委員会 主 査

遺物指導鹿児島大学埋蔵文化財調査室准教授
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坪田勝秀

上村和憲

米元史郎

森重晃一

小村美義

出口順一朗

大窪祥晃

松元友美

上集一樹

出口順一朗

中村直子



〔確認調査作業員〕

大迫亨小平光子鈴木絹枝田迫チヅ谷口チエ谷口モギ田淵孝夫

長竹健次鍋サチ萩迫ユミ 村久木マサ子持永ハツ子用皆サダ子

(以上 社団法人志布志市シノレバー人材センター)

〔全面調査作業員〕

有馬タエ井之上徳満大迫亨岡村エチ子片山スズエ桑畑弘小平光子

重永ヒデ鈴木絹枝園田信夫獄タエ子田迫チヅ田沸l孝夫谷口モギ長竹健次

鍋サチ前田寛明村久木マサ子森勇森山敬子山中善次郎山脇八重子

吉満孝用皆サダ子吉井弘子

(以上 社団法人志布志市シルバー人材センター)

〔報告書作成〕 平成20年度

組織再編に伴い、文化振興課と生涯学習課の統合により、文化振興課文化財係を生涯学

習課に移管し、生涯学習課に文化財管理室を置く。

調査主体者志布志市教育委員会

調査責任者

調査事務局

月

H 

" 
" 
" 
" 
" 
" 
" 

教 =同t 長

生涯学習課長

文化財管理監

文化財管理室長

埋蔵文化財係長

主 イ壬 玉 査

王 査

主 事 補

主 事 補

調査担当者 志布志市教育委員会 主 イ壬 王 査

報告書作成・整理作業従事者

坪田勝秀

小辻一海

米元史郎

竹田孝志

小村美義

出口順一朗

大窪祥晃

相美伊久雄

上集一樹

出口順一朗

川ノ上真理安野美子 山元弓枝(市生涯学習課文化財管理室臨時職員)

遺物注記・接合・復元)11ノ上真理安野美子 山元弓枝

遺物実測・トレース 安野美子 山元弓枝

遺物拓本安野美子

遺物撮影 吉岡康弘(県立埋蔵文化財センター)

出口順一朗

遺物撮影補助 山元弓枝(市生涯学習課文化財管理室臨時職員)

石器実測委託従事者

高橋亨藤山聖子小野田真子森口美佐池ノ上智美

(以上 側埋蔵文化財サポートシステム鹿児島支盾)
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第E章遺跡の位置及び環境

第 1節 志布志市の概要

志布志市は鹿児島県大隅半島の東部、志布志湾奥のほぼ中央に位置し、東部は

宮崎県串間市、西部は大崎町、北部は曽於市と境をなしその一部は宮崎県都城市

と接している。東西に約 23回、南北に 18kmの扇形の区域をなし、総面積は 290

km2であり、大崎町内に 1.02 km 2の飛地を有している。

南部の志布志湾沿岸部一帯は、昭和 30年 6月 1日、日南海岸固定公園の一部と

して指定された沖合約 4kmの志布志湾のほぼ中央に浮かぶ枇榔島(周囲 4km 面

積 17.8ha)は亜熱帯性植物群落が国の特別天然記念物に指定されている。市の気

候は温暖多湿な土地であり、緯度からみれば亜熱帯に近い暖帯の位置にあり、夏

から秋にかけて台風の襲来と豪雨による多雨地帯でもある。

第 2節 地形的環境の概要

市周辺の地形は、全体として志布志湾に向かつて緩やかな勾配となっており、

平野部が極端に少なく、標高 100mのあたりから大きく南部の台地と北部の山岳・

丘陵地帯に二分される。

南部の台地は安楽川・菱田川・田原川・肝属川などの緒川によって開析される

標高約 20'"'"'100mの火山噴出物の台地(シラス台地)が広がり、「原(ばる)J と

表現される、比較的平坦な台地が見られる。この台地を南北に貫流する河川に菱

田川があり、この沿岸に河岸段丘が形成されている。この河岸段丘は三段階の段

丘に大別され、第三段丘面は明治から昭和にかけて先人たちの開墾による野井倉

第1図浜場遺跡・下堀遺跡周辺地形図
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開田・蓬原開田が拓がり、広域に跨る稲作地帯となっている O

北部から東部にかけては標高 100mのあたりから山岳地帯となり、宮田山(標

高 520m) をはじめ、霧岳(標高 408m)、御在所岳(標高 530m) などの山岳・丘

陵地帯が広がる地域で、中世層を基盤として準平原化の後、周囲の台地が形成さ

れたものといわれ、山地の開析は相当に進み、火山灰台地面を除いてほとんど平

坦を残していないため、起伏の多い正陵が連なっている。そのため山岳・丘陵地

帯の集落はこれまで谷間に点在していた。台地上においては地下水位がシラス下

部の深い位置にあり、第三段正面は集落等の形成が困難で開回以前まではほとん

ど利用されず、シラス下部あるいは降下軽石層を流動する浅層地下水の露頭され

る段丘面の末端(崖脚)からの自然湧水の有無が集落立地の重要な因子であった。

なお、市の総面積の約 55.0%は山林で占められ、耕地の占める割合は約 23.6%と

なっている。

浜場遺跡・下堀遺跡は市南部の火山灰台地の田原川沿いの台地上にあり、この

台地は菱田川西岸の第三段正面の一部にあたる通称「野神原(のがんばる)Jの西

端部(標高約 80m) に立地する。

第 3節 遺跡周辺の歴史的環境

浜場遺跡・下堀遺跡の周辺には複数の遺跡及び古墳群が存在する。(第 2図)

平成 14年度に同遺跡の隣接地を、同事業の農道整備事業が起因となる埋蔵文化

財全面調査が実施された。この調査では下堀遺跡 [127Jにおいて前平式、吉田式、

倉園B式、石坂式、下剥峯式、桑ノ丸式、手向山式、塞ノ神式、右京西式土器の

縄文時代早期前葉から後葉にかけての土器及び集石等の遺構、弥生時代早期の刻

目突帯文土器等が確認された。特にサツマ火山灰層上面において 36基の炉穴(連

穴土坑)が検出され、その炉穴の一部には遺構の下部にシミ状痕跡が見られるも

のが確認されている。浜場遺跡 [128Jにおいては、サツマ火山灰層直上より石皇族

及び剥片等の石器が多数出土し、石鍛製作跡と思われる直径 3mの範囲内の集合

分布が 3ヶ所認められた。またサツマ火山灰層上面において住居と思われる竪穴

状土坑 1基が検出された。下堀遺跡の北に平成 9・15年度に全面調査を行った穴

倉遺跡[117]があり、平成 9年度の調査では弥生時代・古墳時代の土器が多数確

認されている。平成 15年度の調査では石坂式、下剥峯式土器等の縄文時代早期の

土器及び 2基の集石、池田湖テフラ上面において 9基の掘立柱建物が確認されて

いる。浜場遺跡・下堀遺跡が立地する台地の下を流れる田原川沿岸には、小規模

ながら古墳群が複数存在し、岩屋古墳群[71]、中方限古墳群[72J、渡迫古墳群

[73J等が確認されている。

【参考文献】
牛ノ浜 修・中村耕治・杭栄久志 1985 札元遺跡 山原遺跡』有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(1 ) 有明町教育委員会

出口順一朗・堂込秀人 2003 長田遺跡』有明町埋蔵文化財発掘調査報告書 (2) 有明町教育委員会
中水 忍・東 徹志 2004 上苑遺跡』有明町埋蔵文化財発掘調査報告書 (5) 有明町教育委員会

中水 忍・松崎卓郎 東 徹志 2004 浜場遺跡・下堀遺跡』有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(6 ) 有明町教育委員会

出口順一朗・中水 忍・堂込秀人・横手浩二郎・東 徹志 2005 仕明遺跡(1~ 3次)~有明町埋蔵文化財発掘調査報告書( 7 ) 有明町教育委員会
中水 忍・黒川 晃 倉元良文・下圏昌三・栗林丈夫・堂込秀人・和田るみ子 東 徹志 2006 有明町内遺跡』有明町埋蔵文化財発掘調査報告書 (11) 

有明町教育委員会

出口順一朗・東 徹志・中水 忍・中村直子・内山伸明 2008 上苑A遺跡 穴倉 B遺跡』志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書(1 ) 志布志市教育委員会
有明町郷土史編纂委員会 1980 有明町誌』 有明町教育委員会
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第1表浜場遺跡・下堀遺跡周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 所 在 地 地形 時 代 遣 物 等 備 考

22 牧原A 野神宇牧原・両尾・中牧 台地 縄(後) 磨製石斧・打製石斧

42 塚堀 原田宇塚堀・下原 台地 縄・歴 土師器

50 古池 野神宇古池・両尾 台地 弥(中) 磨製石斧・打製石斧

51 清水 原田宇清水 台地 弥(中) 打製石斧・磨製石斧
旧遺跡名
元宮の下・永田

平成8年度分布調査

弥・古
山ノ口式・成川式 平成10年度確認調査

65 長田 原田宇長田 台地
中世
磁器・竪穴住居跡 平成11年度全面調査
掘立柱建物跡 有明町埋蔵文化財発掘

調査報告書(2)

70 山神ノ上古墳 野神字後平 台地 古 円墳

71 岩屋古墳群 野神宇河内・井手元 台地 古 円墳3基

72 中方限古墳群 野神字穴倉 台地 古 円墳

73 渡迫古墳群 野神字岩道 台地 古 円墳

74 向井田古墳群 原田字下原 台地 古 円墳1基・方墳1基

85 原田古墳 原田字大塚・出口・牧 台地 古 円墳5基・方墳1基 (町)昭44. 4. 1 

115 長塚古墳 野神字岩道・立下 台地 古 円墳

平成6年度農政分布調査
平成9年度全面調査

117 穴倉 野神宇穴倉 台地
縄(早) 石坂式・下剥峯式 平成12年度確認調査
弥・古 成川式 平成15年度全面調査

志布志市埋蔵文化財発掘
調査報告書(1)

前平式・吉田式 平成8年度農政分布調査
倉園B式・石坂式 平成11年度確認調査

127 下堀 野神字下堀・立山 台地
縄(早) 下剥峯式・桑ノ丸式 平成14年度全面調査
弥・古 手向山式・押型文 平成19年度確認調査

塞ノ神式・右京西式 有明町埋蔵文化財発掘
成川式・集石・土坑 調査報告書(6)

平成8年度農政分布調査
平成11年度確認調査

縄(早)
辻タイプ・石嫉 平成14年度全面調査

128 浜場 野神宇浜場 台地 成川式・竪穴状遺構 平成19年度確認調査
古
連穴土坑 平成19年度全面調査

有明町埋蔵文化財発掘
調査報告書(6)

135 大堀 野神宇大堀・水喰 台地 古・古代 平成10年度農政分布調査

136 上原 原田宇上原 台地 古 平成10年度農政分布調査

137 立山 原田字立山 台地 古 平成10年度農政分布調査

138 東中原 原田字東中原・大塚 台地 古 平成10年度農政分布調査

139 虜迫 野神字慶迫・中間 台地 古 平成10年度農政分布調査

140 渡迫 野神字渡迫・岩道・薗田 台地 古代 土師器 平成11年度農政分布調査

141 牧原B 野神宇牧原 台地 古 平成10年度農政分布調査

142 水喰 野神宇水喰、蓬原宇山ノ後 台地 古代 平成10年度農政分布調査

143 山ノ前 蓬原宇山ノ前 台地 古 平成10年度農政分布調査

145 丸岡A 野神宇丸岡・中ノ丸 台地 古 平成10年度農政分布調査

146 風穴 野神宇風穴・五色 台地 古 平成10年度農政分布調査

147 上玉敷 原田字上玉敷・五色 台地 古 平成10年度農政分布調査

148 五色 野神宇五色・風穴 台地 古 平成10年度農政分布調査

149 西ノ堀 原田宇西ノ堀・下五敷 台地 古 平成10年度農政分布調査

151 丸岡B
野神宇丸岡

台地 古 平成10年度農政分布調査
蓬原宇楠原・山ノ後

152 楠原B 蓬原字楠原・山ノ後・屋部当 台地 古 平成10年度農政分布調査

168 鹿藤 伊崎田字鹿藤・一反田 台地 縄 平成11年度農政分布調査

202 下原 原因字下原 台地 古 平成10年度農政分布調査

203 大塚 原因字大塚・出口 台地 縄・古 平成8年度農政分布調査

204 浜場A 野神字浜場 台地 古代 平成15年度農政分布調査
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第E章浜場遺跡試掘調査の概要

第1節試掘調査の方法

試掘調査は、事業対象区域内の埋蔵文化財の有無を確実に把握するために、平成 19年4

月27日、 5月1日の2日間で実施された。事業対象区域内の任意の地点に4トレンチを設

定して実施した。調査は調査員立会いのもと、表土層を重機で除去した後、遺物が確認さ

れた層から作業員による掘り下げを行った。

第2節試掘調査の概要

遺物出土は4Tから確認された。古墳時代の遺物包含層に相当すると思われる困層から

成川式土器21点が確認された。遺構は2・3Tから確認され、 2Tよりアカホヤ層上面に

おいて柱穴5基、 3Tより 2T同様アカホヤ層上面において柱穴2基が確認された。また

層位的判断からは、 lTは士層改良により撹乱を受けており、 2・3Tについても一部に

士層改良による撹乱が見受けられた。 4Tについては遺物包含層の上層にやや削平が見ら

れたが、層の残存状況は良好で、あった。これらのことから事業対象区域内に埋蔵文化財が

包蔵されていることが確実になり、その遺跡範囲の特定と未調査部分の埋蔵文化財の有無

については、一定期間を設けて確認調査を実施することとなった。
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第W章浜場遺跡確認調査の概要

第1節確認調査の方法

確認調査は、遺跡の性格と範囲を把握するために、事業対象区域内の任意の地点に5ト

レンチを設定して実施した。 トレンチの規模は2mX3mを基調とし、調査員立会いのも

と表士、火山灰層を除去した後、作業員による掘り下げを行った。包含層の残存状況は全

体的に良好であったが、一部で削平が見られた。

第2節層位

確認、調査時の標準土層は下記のとおりである。

層位| 層色 | 士質・特徴

I層
褐灰色 表土属。層中に白色 [N9/0Jァフフ(直径2阻程度)を含む硬

[10YR4/1] 質土層。

H層
黒色

層中にテフラ・パミスの類を含まない締まった層。
[5Y2/1] 

皿層
黒褐色 層中に微細な暗灰黄色 [2.5Y5/2J粒子を多含する締まった層。

[2.5Y3/2J 古墳時代の遺物包含層と思われる。

W層
黒褐色 遺構検出面。層中にV層に含まれるパミスの浮き上がりが見
[2. 5Y3/1] られる締まった層。

V層
オリーブ黒色

明黄褐色[lOYR6/6Jパミスが層全体に浮遊する締まった層。
[5Y3/1] 

VI層
黒色

層中にテフラ・パミスの類を含まない締まった属。
[5Y2/1] 

オリーブ黒色
通称池田湖ァフフ(Ik)。淡黄色 [2.5Y8/4Jァフフ(直径

VII層 1 cm程度)が層の上位にあり、その下位は粘性のある硬く締
[5Y2/2J 

まった層が堆積する。

VIII層
明黄褐色 通称鬼界アカホヤ火山灰層 (K-Ah)。層の下位に5"-'lOmm大

[10YR6/8J の黄櫨色[lOYR7/8Jテフラが層を成す。

IX-a層
黒褐色 層中にァフフ・パミスの類を含まない硬く締まった層。縄文

[2. 5Y3/1] 時代早期の遺物包含層と思われる。

IX-b層
黒色 層中に黄樫色[lOYR7/8Jパミスを含む硬く締まった層。縄

[5Y2/1] 文時代早期の遺物包含層と思われる。

IX-c層
黒色 層の様子はIX-b層に似るが、層中のパミスの含有が多く、

[5Y2/1] 比較的硬い層。 IX-b層との分層が出来ない場合もある。

IX-d層
オリーブ黒色 IX-c層に比べて層中のパミスの含有が減り、層全体に濁り

[5Y3/2J が見られる層。

X層
にぶい黄燈色 通称 サツマ火山灰層 (Sz-s)0 かなり硬化して締まった層。

[10YR6/3J 層の上位にサツマ火山灰層の 2次堆積が一部見られる。

XI層
H音赤褐色

粘性がありローム化した層。
[2. 5YR3/3J 

XII層
灰赤色

粘性がかなり強いローム化した層。
[2.5YR4/2J 

xm層 にぶい赤褐色 XII属に比べて比較的粘性が弱し、がローム化した層。
[2.5YR4/3J 

-8-



XN層
櫨色

XIII層に比べて粘性が弱い層。
[7.5YR6/6] 

XV層
明黄褐色

粘性がほとんど見られないサラサラとした層。
[10YR6/6] 

XVI層
樺色

シラスの2次堆積層と思われ硬く締まった層。
[7.5YR6/6] 

第3節確認調査の概要

遺物出土は全てのトレンチから確認された。 1. 2・4Tより、古墳時代の遺物包含層

に相当すると恩われる皿層から成川式土器46点が確認され、 3"-'5Tより縄文時代早期の

遺物包含層に相当すると思われるIX-a層から土器4点及び焼石を含む破砕機15点が確認

された。

遺構は 1"-'4Tから確認された。 2Tより町層上面において炭化物を伴う士坑1基、 1 

TよりVIH層上面において柱穴 1基、 3TよりIX-b層上面において集石1基、 4Tより X

層上面において柱穴5基が確認された。

調査の結果、事業対象区域の東西に分かれて大きく 2つの遺物包含層が確認され、 1・

2・4T (事業対象区域東側)付近に古墳時代、 3"-'5T付近(事業対象区域西側)に縄

文時代早期の遺物包含層が存在することが判明した。また検出状況から遺構の分布につい

ても遺物包含層と同様に東西に分かれている可能性が推測された。

なお、事業対象区域の最西端は迫地形の上端部であるが、近年の自然災害により元の地

形を20m程挟るような形で崩落しており、雨天時においても崩落する危険性があったため、

トレンチを設定すること出来なかった。崩落した断面を観察する限りでは、事業対象区域

の最西端の迫地形の上端部は、過年の構造改善事業により押し出された土砂の盛土であっ

た。またその盛土の部分から 5Tに向かつては土層の残存は確認でき、迫に向かつての層

の傾斜が認められた。

6慈3言

士宮-1;2 守層ヌ

cbD3 ーニーヲ一 日
は塗布面

ヒニ二ゴ ! ゴ

第4図浜場遺跡確認調査出土遺物
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第4節出土遺物

(l)IX-a.IX-b層出土遺物(第4図)

1は医-b層、 2はIX-a層より出土した。 IX-a.b層は層位的には縄文時代早期

に該当する。 1は外面に施文され、口唇部には刻目を巡らせ、口縁部に斜位の員殻連続

刺突文を、さらに下位に横位の貝殻刺突文で区切っている。胴部には斜位に幅広の員殻

条痕文を施す。口縁部は直行すると思われる O 石坂式土器に比定される。 2は外面に施

文され、口縁部に縦位の貝殻腹縁による刺突文を施す。塞ノ神式土器に比定される。

第2表浜場遺跡確認調査 IX-a.IX-b層出土土器観察表

挿図 注記 出土区 胎土
色 調 施文・調整 法量(咽)

番号 出士層 器種 部位 分類 石 角
上段外面 上段外面 口 底 器 備 考

番号 番号 (遺構) 雲 機 赤砂 下段内面 下段内面 径 径 高
長 輝

7.5YR5/3 
施文斜位貝殻連続期l突丈

4T にぷい褐色
斜状貝殻条痕文

E群
第4図 1 確 86 深鉢 口縁部 石坂式土器 010  O O 調整ナデ 4.1 

区一b層
7.5YR5/3 施文無

直行

にぶい褐色 調整ナデ

7.5YR5/3 施文貝殻刺突丈

第4図 2 確 85
5T 
深鉢 口縁部 障ノ神式土器 。 O 

にぷし咋目色 調整ナデ
1.6 
四群

lJ(-a層 10YR5/3 施主無 内外面に煤付着

にぷい黄褐色 調整ナデ

(2)困層出土遺物(第4図)

3~5 は皿層より出土した成川式土器である。 3 は土甘である。頚部から胴部が残存し、

外面に赤色塗布が認められ、内面は指頭圧痕を残し、器面は歪である。 4は椀形土器の

口縁部であり、わずかに内湾し、口唇端部は丸く治まる。 5は警の胴部である。器壁が

薄く、貼り付けた突帯をもち、刻目は見られない。胎士に含まれる鉱物の含有が他の遺

物と異なり、 3皿大の小磯・赤褐色礁の鉱物を多含し、混砂量が密である。搬入品の可

能性がある O

第3表浜場遺跡試掘調査・確認調査 E層出土土器観察表

挿図 注記 出土区
胎土 色 調 施文・調整 法量(咽)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 日 底 器 備 考
番号 番号 (遺構) -雲 機 赤砂 下段内面 下段内面 径 径 高

長 輝

4T 頭部~
10R4/4 赤褐色 ナデ

第4閑 3 試 12
皿層

上甘
目同部
成)11式土器 。。。

7. 5YR7I4 にぶい樫色
組いナデ 2.3 外面に赤色塗布

部に指頭圧痕

第4図 4 
2T 
椀形 口縁部 成)11式土器 010  

。10YR6/4 にぶい黄樺色 横ナァ
3.0 確認調査漬物

皿層括 7. 5YR6/6 燈色 横サデ

第4図 5 確 38
2T 

警 胴部 成)11式土器 010  o :~~:~~3 
燈色 粗いナァ

4.95 
胎士に含まれる

E層 にぶい黄燈色 ナデ 事事等が密

(3)表土採集遺物(第4図)

6は表土採集遺物で、近世苗代川系薩摩焼の審の口縁部である。口唇部がやや肥厚し、

口唇の平坦面に紬の掻取痕が見られる。

第4表浜場遺跡確認調査表土採集土器観察表

胎土
色調
上段外商

下段内面

10YR3/1 黒褐色

7日Rfi/411;::ぷ褐色

10YR4/1 

褐灰色
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第V章浜場遺跡全面調査の概要

はじめに

全面調査にあたり、表土層を調査員立会いのもと重機で除去し、その下層から人力によ

る掘り下げを行った。 N層上面でE層と思われる埋土を含んだ遺構の検出を行い、さらに

四層上面(池田湖テフラ層)まで人力で掘り下げを行った。四層上面で遺構検出を行い、

再度確認のためV困層(鬼界アカホヤ火山灰層)上面でも遺構検出を行った。 vm層を調査員
立会いのもと重機で除去し、区-a'"'-'IX-d層を人力による掘り下げを行い、調査の過程

で層位毎の遺物の出土量等から判断し、区一 b • d層・ X層(サツマ火山灰層)上面で遺

構検出を行った。

第1節全面調査の方法

全面調査はD-7区付近から調査区に沿って東側に向って調査を進め、調査の進捗に伴

って随時調査範囲を設定した。調査区は延長距離約 93m，幅約8mの未舗装農道で、あり、

その周りは耕作途中の畑地であるため、調査によって通行できなくなった畑地への迂回路

を設置しながら r1 -1区J、r1 -2区Jr 1 -3区Jr 2 -1区」…と便宜的に呼称し、
調査の進捗にあわせて、一定の範囲を区切りながら調査を行った。(第7図)また、調査区

内の任意の起点から方位に応じた5mX5mのグリッドを設定し、西から東へ1'"'-'21区、

北から南にA'"'-'G区の記号・番号を付し、 rA-l区JrB -1区」…と呼称した。(第8図)

第2節全面調査の概要

全面遺跡は、立地的には東側に田原川を見下し、西側には小谷地形(迫谷)が見られる。

遺跡の南北は「野神原」と呼ばれる比較的平坦な台地が広がっているが、これは近年の耕

地整備により丘の削平と迫の埋め立てにより平坦化したものと思われ、野神原の旧地形を

cl) 

第7図浜場遺跡調査区範囲図 m
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知ることは困難である O 今回の調査により、調査区付近に限定した場合、旧地形は土層柱

状図(第5図)から迫のある西側に向かつて下るのではなく、南東側に向かつて緩やかに

下る地形であることがわかり、また調査区西側にあたる 3区側は古墳時代の包含層である

皿層が削平を受けており、 3-1区の中央を頂点にして調査区西側は迫の傾斜に近付くよ

うに下ると思われる。

遺構は、 W層上面より C-10区、 D-9 "'"'13区、 E-9・10区の広範囲で大型の溝状

遺構が 1基、 B ・C-14区、 B-18・20区より炭化物を伴う士坑が 3基検出された。

vm層上面より C-13・14区の範囲で 1間x1聞の掘立柱建物 1基、 B-14"'"'18・19区、 C
10"'"'12・15"'"'19区、 D-5・10"'"'15区、 E-5"'"'9区の広範囲で柱穴42基検出された。

IX-b層上面より、 D.E-4"'"'6区で集石4基が狭い範囲で確認され、集石が検出され

た範囲に、多数の土器・石器・破砕礁が出土した。またE-2"'"'4区、 F-2・4・5区、

D-9・10区に士坑や掘り込みを伴わない一定範囲に炭化物が集中して出土する地点(以

後「炭化物集中地点」と呼称)が 5基確認された。この炭化物集中地点からは微細な剥離

片もほぼ同レベルで、確認されている。医層上面ではC-9・11・12区、 D-6・8"'"'11

区、 E-2・3・5・6区の広範囲で柱穴 37基が検出された。なお、 X層上面では新たに

検出される遺構は確認できなかった。

遺物は、匝・N層及てJIX-a • b層で出土した。皿層が古墳時代の遺物包含層と思われ、

D ・E-7区より東側の範囲に遺物包含層が残存していた。匝・N層からは成川式土器271

点、土師器 1点、須恵器 1点、磨石 1点等が確認された。 IX-a.b層からは縄文時代早

期相当の土器215点及び打製石嫉7点、姫島産の黒曜石を含む剥片 41点等が出土した。第

9図で見ると、調査区全体の遺物分布は、時期により調査区の東西で大別でき、遺物分布

からみた古墳時代の遺跡範囲が調査区の東端にあたるB・C-15"'"'20区に、縄文時代早期

の遺跡範囲は調査区の西端にあたるD"'"'F-2'"'-'8区を主として広がることが分かつた。

(第9図)

第8図浜場遺跡 グリッド設定図

-14 -

¥ 

¥ 

I 

¥---

0(1  : 1000) 25m 





第3節浜場遺跡層位

全面調査の標準士層は下記のとおりである。

層位 1 土色 | 土質・特徴

I層
褐灰色 表土層。層中に白色 [N9/0Jァフフ(直径2mm程度)を含む
[10YR4/1] 硬質土層。

E層
黒色

層中にテフラ・パミスの類を含まない層。
[5Y2/1] 

皿層
黒褐色 層中に微細な暗灰黄色 [2.5Y5/2J粒子(パミス?)を多含
[2.5Y3/2J する締まった層。古墳時代の遺物包含層。

町層
黒褐色 遺構検出面。一部に下層のパミスの浮き上がりが見られる締

[2. 5Y3/1] まった層。

V層
オリーブ黒色

明黄褐色 [10YR6/6]パミスが層全体に浮遊する締まった層。
[5Y3/1] 

VI層
黒色

層中にテフラ・パミスの類を含まない締まった層。
[5Y2/1] 

オリーブ黒色
遺構検出面。通称池田湖ァフフ層 (Ik)。淡黄色 [2.5Y8/4J

VII層
[5Y2/2J 

テフラ(直径 1cm干呈度)が層の上位に、その下位は粘性のあ

る硬く締まった層が堆積する。

明黄褐色
遺構検出面。通称 鬼界アカホヤ火山灰層 (K-Ah)。かなり

咽層 硬く締まる層。層の下位に5'"'-'10mm大の黄櫨色 [10YR7/8Jテ
[10YR6/8J 

フラが層を成す。

IX-a層
黒褐色 層中にァフフ・パミスの類を含まない硬く締まった層。縄文

[2. 5Y3/1] 時代早期後葉の遺物包含層。

IX-b層
黒色 層中に黄櫨色 [10YR7/8Jパミスが層全体に浮遊するように
[5Y2/1] 含む硬く締まった層。

黒色
層の様子はIX-b層に似るが、属中の黄櫨色C10YR7/8Jパ

IX-c層
[5Y2/1] 

ミスの含有が多く比較的硬い層。場所によりIX-b層との分
層が出来ないところも見られる。

IX-d層
オリーブ黒色 遺構検出面。 IX-c層に比べて層中のパミスの含有が減り、
[5Y3/2J 層に濁りが見られる。

にぶい黄櫨色
遺構検出面。通称 サツマ火山灰層 (Sz← S)。かなり硬化し

X層
[10YR6/3J 

て締まった層。層の上位にサツマ火山灰の2次堆積層が一部

見られる。

XI層
暗赤褐色

粘性がありローム化した層。
[2. 5YR3/3J 

XII層
灰赤色

粘性がかなり強いローム化した層。
[2.5YR4/2J 

xrn層
にぶい赤褐色

XII 層に比べて比較的粘性が弱いローム化した層。
[2.5YR4/3J 

XN層
樫色

X皿層に比べて粘性が弱し1層。
[7.5YR6/6J 

XV層
明黄褐色

粘性がほとんど見られないサラサラとした層。
C10YR6/6J 

XVI層
樺色

シラスの2次堆積層と思われ硬く締まった層。
[7.5YR6/6J 
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第4節発掘調査の成果

1 縄文時代早期の調査

(1) IX-d層上面検出遺構の調査

IX-d層上面の遺構検出範囲は 1-1・3区と 3-1'"'--'3区の範囲で、行った。遺構

の調査方法として、検出された遺構は全て半裁を行い、半裁面の観察により、柱穴とーM 第5表 1-1.3区区-d層上面検出
N 柱穴計測表
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第10図浜場遺跡 1 -1・3区民一d層上面
遺構検出状況図

柱穴 平面形 長径(cm)短径(cm)深さ(四) 検出区
P23 楕円形 35. 5 18.0 37.0 D-8区
P26 楕円形 23. 5 17.5 39.0 D-8区
P28 楕円形 14.5 12.0 25.0 D-8区
P29 楕円形 10.0 8.0 17.0 。-8区
P30 楕円形 11. 0 8.5 20.0 D-8区
P31 楕円形 17.5 12.0 19.0 D-8区
P32 楕円形 19.5 10.5 35.0 D-8区
P33 円形 13.5 13.5 13. 5 0-8区
P36 変形楕円形 15. 0 12.0 21. 5 D-8区
P39 変形楕円形 11. 0 10.5 6.0 D-8区
P40 変形楕円形 14.0 9.5 17.0 D-8区
P41 楕円形 19.5 18.5 35.0 0-8区
P45 楕円形 19. 5 11. 0 20.0 C-8区
P47 楕円形 17.0 14. 5 23.0 D-9区
P50 楕円形 21. 0 21. 0 21. 0 D-9区
P59 変形楕円形 17.0 12.0 30.0 D-9区
P60 楕円形 16.5 12.0 29.0 D-9区
P64 楕円形 10.0 9.0 16.0 0-9区
P65 楕円形 14.0 9.5 12.0 D-10区
P77 円形 13.0 13.0 14.0 D-10区
P88 楕円形 17.0 14.0 25.0 C-10区
P90 楕円形 18.0 15.0 25.5 C-10区
P91 (楕円形) 30.0 19.0 58.0 C-10区
P92 楕円形 16. 0 12. 0 19.0 C-11区
P102 変形楕円形 27.5 19.0 43.0 C-11区
P117 変形楕円形 25.5 16.0 39.0 0-7区
P119 変形楕円形 21. 5 16. 5 23.0 D-7区
P124 楕円形 16.0 14.0 37.0 0-7区
P128 楕円形 15. 5 14.0 7.5 D-7区
P129 変形楕円形 26.0 19. 5 44.0 D-8区
P130 楕円形 17.0 14.0 22.0 D-8区
P132 楕円形 31. 0 20. 5 28.0 D-7区
P133 変形楕円形 15.5 15.0 13.0 D-7区
平均値 18. 5 14.0 25.3 ...--

イー第6表 3区区一 d層上面検出
柱穴計測表

柱穴 平面形 長径(cm)短径(c皿)深さ (cm) 検出区
P8 (楕円形) 13.0 11. 5 27.0 E-2区
P20 楕円形 19.0 14.0 27.0 E-3区
P24 楕円形 20.5 16.5 42. 5 E-5区
P26 楕円形 13.0 10. 5 23.0 D-5区
平均値 16.4 13. 1 29.9 ~ 

月

i



集石 1はE-4区で検出

された。機密度は密で、集石

を構成する磯は 275個確認さ

れ、出土礁の総重量は

39978.6 g、長径 120cm、短径

105 cmの楕円形を呈する範囲

内に、大小の離が不規則に3

層程度積み重なるように検出された。出土擦は主に角礁で破砕した状態であり、最大で
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十 P26 、
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第11図浜場遺跡 3区区一d層上面
遺構検出状況図

一18

しての判断を行った。そのため

半裁段階で柱穴番号の欠番が

生じている。また、調査の進捗

の関係から大調査区の 1区・ 3

区ごとで柱穴番号を設定したた

め、第5・6表に見られるよう

に柱穴番号の表記が重なる。

柱穴はC-10・11区、 D

5・7"-'10区、 E-2・3・5

区で37基検出された。柱穴毎の

計測値については第5・6表に

述べる。検出された柱穴は、形

状は円形若しくは楕円形であ

り、長径の平均値は 17.45cm、

深さの平均値は 27.6cmを測る。

柱穴の検出分布は調査区東側に

主に広がり、西側に向かうに従

い、遺構密度が疎になる傾向が

ある。

(2 )医-b層上面検出遺構

の調査

IX-b層の遺構検出範

囲は 3-1"-'3区の範囲

で、行った。 IX-a層の掘り

下げを行った際、焼石を含

めた破砕磯が散石状に多

数確認され、その直下から

集石4基が確認された。破

砕磯・焼礁と集石との位置

関係は第 16図に付す。

ア集石

①集石 1 (第 12図)
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1 黒褐色 (2.5Y3/1)土層中に黄色(2.5Y7/8)パミスを多く含む.
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第12図浜場遺跡集石1 平面・断面図

も長径が 132.27mm、重さ 736.21gを測り、出土磯の平均重量値は 145.37gを量る。磯

の一部に赤みを帯びているものも見られ、集石内に炭化物は微量ながら確認されたが、

焼土等は確認出来なかった。また集石の直下より 102cmX85cmを測る楕円形の掘り込み

が磯の集中部分に重なるように検出され、上部の集石を構成する同様の小磯が掘り込み

内に落ち込んでおり、集石との関連性があると思われる。

②集石2 (第 13図)

集石2はD・E-4区で検出された。磯密度は密で、集石を構成する礁は 91個確認さ

れ、出土礁の総重量は 9079.6g 、長径 70cm、短径 58cmの楕円形を呈する範聞内に、大

小の磯が不規則に3層程度積み重なるように検出された。出土磯は主に角磯で破砕した

状態であり、最大でも長径が 116.17剛、重さ 456.18gを測り、出土礁の平均重量値は

99.77 gを量る。集石内に炭化物や焼土等は確認出来なかった。また集石の直下より 55

cmX51 cmを測る楕円形の掘り込みが磯の集中部分に重なるように検出された。しかし掘

り込み内には礁の落ち込みは確認出来ず、集石と掘り込みとは別の遺構の可能性も否定

できない。
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⑨目

H=79.00m 

0 
1 オリープ黒色 (5Y2/2)土 i 

層中に黄色パミス (2.5Y7/8)を多く含む。 t ヒと土ゴ

③集石3 (第 14図)

集石3はD ・E-4区で検出さ

れた。磯密度は密で、集石を構成

する礁は 34個確認され、出土礁の

総重量は 4064.03g 、長径 55cm、

短径 31cmの楕円形を呈する範囲

内に、大小の礁が不規則に積み重

なるように検出された。出土礁は

主に角磯で破砕した状態であり、

最大でも長径が 88.55皿、重さ

400.05 gを測り、出土礁の平均重

量値は 119.53gを量る。集石内に

炭化物や焼土等は確認出来ず、掘

り込みも見られない。

④集石4 (第 14図)

集石4はD・E-5・6区で検

出された。磯密度は疎で、散石状

に磯が散らばる。集石を構成する

磯は 34個確認され、出土磯の総重

第13図浜場遺跡集石2 平面・断面図 量は 4397.52g 、長径68cm、短径

59 cmの楕円形を呈する範囲内に、大小の礁が不規則に積み重なるように検出された。出

土礁は主に角磯で破砕した状態であり、最大でも長径が82.79阻、重さ 199.13gを測り、

出土礁の平均重量値は 62.38gを量る。集石内に炭化物や焼土等は確認出来ず、掘り込

みも見られない。

集石3

B~ 

一。。語学-

H=79.00m H=79.00m 

と土土ゴ

集石4

8~ 

第14図浜場遺跡集石3・4 平面・断面図
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第15図浜場遺跡集石1・2・3・4友ぴ炭化物集中地点、1・2・3・4
遺構配置図

-21-



1-55 十十

。

+ 

O 

a
-
-

a

・1十

9 

O 

@ 

。aF
@
@
@
@

@ 

宙

十

十

十

十

十

十

十

。

。ート
" @岬。
@ @ 

。
@ 

@ 

@ 

。

O 

• 
。• 

十十

+ 

7 

8 

O 

-・句岨

-a'

恥
圃
冒
・
・
窓
・
@
a
E・

ート

→一

+ 

+ 

• 

• • 0
3

 

0
・

〈

a

・
0

4

'

.

h
山
石
・
0

.
o
n時
.

町

民

1

集

3
0

・0

。
‘
。
‘
智
引
は
置

f

0

・0K
F

。。

一

-mA以
忠
広
且
園
田
園

V

o

・

-
7

・o
d

h

聞
剛
志
圃
圃
且
圃
咽
1

X

0

・N

‘
e
.，q
L必
P
鯛

mw
〈

O

l

q

.
。
溝
、
一
持
Q

f

l

o

o

h

九
.

0

・モ

O

・O

・
-

• 
@

・

江
市
.
@

。
-r

+ 

十

+ 

O 
O 5 

十十十

• 00  

@・十十

e-.，m勘a
s
E
，EE--a
・E... ，，， •• 
@
 

ート

+ 

O 

o 0 • 
o dD'。
o ~o tt_ cρ 
o u 

可炭化物 .QP 九.
。¥集中地点2句 o@~ 

ー o .円 .r@
o~ ・ー O 

十・ .司令~...
・¥!，O 0 .曹.
f蜘抑制 1/，'t・ O~口調

87~ Cl- .σ 
・@ー.・(@. . 
@ 

O • 0 
-lo 
o 0 

• 。
十

十

4 

十

3 

十

2 

I I 

集石及び炭化物集中地点配置及び石器・磯・焼石出土状況図

-22-

十

(1 : 200) 

仁ゴ

G 十F D 

医-b層上面

↓ 

浜場遺跡

C 

第16図

十



第7表浜場遺跡集石1 出土磯計測表(1 ) 
重さ(g ) 長径(IllIll) 短径(皿) 重さ (g) 長径(皿皿) 短径(IllIll) 重さ (g) 長径(皿) 短径(皿)

1 122.11 63. 61 45.82 56 83.56 59. 36 35.04 111 190.51 86. 54 65.67 
2 76.74 51. 74 33.81 57 118.4 66. 72 46.57 112 95.2 58.62 39.31 
3 357. 6 99. 16 70.63 58 108.05 69.5 46.83 113 277.21 89. 79 64.56 
4 233.22 64. 14 50. 47 59 100.69 58. 34 52.26 114 97.08 50.25 44.26 
5 558.23 97. 73 84 60 390.63 108. 34 66.55 115 146.82 59. 77 49.34 
6 156.22 69. 02 48.66 61 182.53 82. 31 60.96 116 99.68 59. 79 43. 31 
7 183.59 69. 52 46.4 62 215. 78 60. 71 49.99 117 128. 16 54. 13 49.32 
8 322.94 74.02 63.48 63 253. 5 67. 05 63.5 118 125.95 72.61 42.01 
9 107.53 69. 45 46.02 64 129. 6 63. 73 47.67 119 38. 73 40.4 34.46 
10 219.03 75.48 51. 49 65 78. 71 69.34 45.98 120 142. 79 80.2 64.45 
11 171. 98 70. 33 53.17 66 89. 54 74.53 38.06 121 154.81 57. 4 51. 85 
12 294.59 86.28 66.87 67 145. 35 64. 76 52.49 122 66. 76 67. 72 32. 71 
13 149.61 75. 56 65.54 68 174.4 75. 74 56. 36 123 135.95 76. 56 52.51 
14 125. 14 91. 51 38.86 69 70.5 57. 29 37.22 124 114.83 80.26 48.65 
15 107.23 66.8 38.82 70 128. 75 51. 64 43.4 125 132.05 70.44 50. 15 
16 289.4 86.22 61. 39 71 572.51 125. 76 56.88 126 95. 2 68.29 48.06 
17 95.68 97. 15 47. 15 72 51. 95 45. 58 36. 1 127 101. 31 67.09 46.09 
18 391 110.08 56.21 73 120.98 68.31 46.31 128 123.88 72.44 37.31 
19 209.27 73. 92 44.03 74 36.88 47. 32 39.45 129 121. 1 80.77 57.39 
20 77.45 68. 16 45.39 75 92. 56 63.6 55. 32 130 41. 66 45.2 40.36 
21 34.39 44.37 29.45 76 160.68 75. 63 65.26 131 244. 77 84.9 53.34 
22 137.68 71. 57 50.61 77 201. 48 77.02 56.42 132 131. 22 57. 78 46.87 
23 102.04 55. 94 47.23 78 108.96 72.04 52.92 133 111. 35 69.8 34.47 
24 208.85 76.09 57. 2 79 88.93 60.98 59.5 134 47.47 51. 43 30. 79 
25 193.6 78.35 58. 53 80 113.78 68.01 50.52 135 137. 26 68. 67 62. 71 
26 120.46 66. 1 47.83 81 88.58 68. 45 38.55 136 72.4 74.04 41. 71 
27 108.91 63.68 40. 51 82 111. 75 74. 78 51.69 137 53.44 48. 28 36.54 
28 100.06 50.58 43.99 83 80.91 60. 77 44. 13 138 74. 14 50.46 34.03 
29 113.87 52. 55 44.62 84 164. 1 77. 53 50.48 139 76. 59 68.98 51. 85 
30 174.57 70.93 54.91 85 107.49 101. 27 45.26 140 72.5 54.67 40.97 
31 131. 16 58.98 45. 34 86 136 59. 7 41. 31 141 159. 12 91. 17 74.47 
32 101. 85 66.69 48.02 87 51. 64 49.37 32.27 142 78.4 56. 1 41. 141 
33 124.95 75. 09 39. 76 88 97.65 59. 18 39.45 143 150. 21 74.53 62.211 
34 135.28 57. 88 45.08 89 68.01 61. 96 49.64 144 224.65 92.6 67.34 
35 168. 9 64.17 58. 32 90 106.01 63.27 58.34 145 82.24 49. 13 40.5 
36 64. 1 45.37 38. 39 91 172.01 83. 78 62.42 146 214.23 68. 53 53.9 
37 270.38 78. 76 59.01 92 72.07 62.5 36.58 147 142.49 100.1 39.31 
38 308.31 108. 49 83. 57 93 159.02 77.27 57.35 148 163. 19 74.92 51. 99 
39 269. 7 81. 1 65. 73 94 49.89 44.04 40.49 149 122.61 49.85 39. 71 
40 72.37 68.9 44. 37 95 108.36 54.23 44.67 150 155. 6 69. 53 48.49 
41 128. 56 62. 34 58.44 96 185. 35 81. 86 47. 15 151 169.35 64. 25 52. 72 
42 169. 28 95.2 58. 57 97 72.28 47.95 40. 77 152 406.5 93.41 70.08 
43 381. 9 89.67 66.91 98 164. 5 70. 41 56. 99 153 174.48 74.27 61. 47 
44 109.9 84.51 47.05 99 139.22 81. 92 47.92 154 99. 76 69. 73 51. 75 
45 52.1 57.81 36.47 100 132.99 58. 65 53.26 155 169.04 55. 79 57.89 
46 110.6 58.06 54.4 101 125. 19 55.6 48. 96 156 215.09 77.04 51. 65 
47 147. 13 82.23 56. 32 102 130.35 69. 12 61. 03 157 318. 73 90. 75 64. 14 
48 44.35 49. 52 36.88 103 64. 37 68.67 34.29 158 152.48 101. 91 59.59 
49 43. 09 53. 53 31. 79 104 132.86 55. 39 42.93 159 321. 11 96.11 75.69 
50 98.25 80.09 52.92 105 134. 16 60.07 53.25 160 119.4 65.97 47.09 
51 39. 09 51. 63 35. 59 106 79.8 53. 3 46. 74 161 298.17 98.17 86.68 
52 82. 74 48.65 48. 1 107 69. 14 58. 13 31. 43 162 127. 74 66. 41 51. 36 
53 105.54 86.81 68.8 108 176.9 79.38 55.47 163 71. 08 47.26 41. 91 
54 96.85 56. 94 50. 94 109 109.06 70.38 50.11 164 183.63 76.99 63. 16 
55 59. 03 49.2 33. 23 110 722.92 118.3 79. 1 165 122.94 59. 56 44.27 
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第8表浜場遺跡集石1 出土磯計測表 (2)
重さ (g) 長径(凹) 短径(皿) 重さ (g) 長径(mm) 短径(阻) 重さ (g) 長径(皿) 短径(皿)

166 195. 39 66 62.17 203 38. 71 48.64 38.91 241 57. 21 59.86 28.6 
167 477. 35 98. 59 79.49 204 122.28 67.26 55. 58 242 59. 74 49.9 35.28 
168 349.67 93.65 59.07 205 109.58 79.62 54.36 243 206.87 72.62 49.42 
169 160.65 63. 57 48. 13 206 86.21 78. 7 43. 32 244 160.88 84. 32 60.49 
170 175.4 75. 71 49.51 207 44.66 41. 6 34. 71 245 121. 79 53. 79 45. 2 
171 69.96 58. 2 44.85 208 85. 13 50.55 43.47 246 104.54 55.43 40.47 
172 79. 99 92.03 38.41 209 49.64 48.8 46.09 247 150.92 64.02 50.6 
173 203.34 63.89 59.84 210 110.46 62.96 42.82 248 85.56 51. 6 42.97 
174 19.62 30 28. 59 211 75.9 62.04 37. 62 249 86.71 54.06 51. 72 
175 79.43 58.68 40.37 212 77. 56 57.41 55. 55 250 255.47 71. 61 71. 61 
176 27. 76 52.37 32.47 213 87. 73 65.23 49. 79 251 154. 9 77.4 63.8 
177 187.98 67.32 44. 15 214 81. 58 93. 75 39.32 252 638.66 106. 79 79.95 
178 55. 71 39.69 39.65 215 155.77 63. 58 66. 12 253 12.18 40. 19 28.65 
179 133. 23 72.9 48.92 216 120. 04 66. 35 53 254 129. 13 64.05 49. 58 
180 88. 57 73.52 40. 16 217 67. 34 64. 16 43. 12 255 45. 76 52.46 35. 73 
181 183.89 68.69 46.11 218 244.61 93.8 70.2 256 48.81 39. 38 38. 53 
182 736.21 132.27 121. 5 219 345. 57 132.07 68.35 257 14.48 36. 68 36. 39 
183 77. 33 49. 59 52.47 220 277.54 81. 23 64.01 258 106.25 66.48 54.46 
184 243.83 74.05 57. 38 222 364.82 95. 31 77. 33 259 70. 29 45.91 32. 79 
185 88.98 60.02 42.65 223 106.58 50.34 41. 54 260 104. 34 61. 69 52. 55 
186 162.99 73. 7 58. 72 224 224. 3 74. 72 52. 38 261 35. 35 51. 33 31. 76 
187 112.36 52. 71 46. 99 225 232.54 64.22 43.68 262 5.47 33.86 24. 16 
188 89.26 61. 03 39. 39 226 150. 18 87.84 64.05 263 64. 74 59.46 36. 28 
189 76. 33 47.05 46. 29 227 39.09 47.66 28.93 264 93.32 63. 1 47. 32 
190 278.44 84.95 62.31 228 53.45 52.61 40.84 265 56. 72 48. 72 40.97 
191 261. 95 71. 75 51. 78 229 96.6 60.51 48. 55 266 89. 02 71. 99 60.39 
192 363. 28 106. 05 68.2 230 308. 75 127.01 62. 31 267 125. 33 87.46 32.41 
193 127. 52 65.04 38.68 231 150. 09 96.59 40. 14 268 465.92 108. 79 72.01 
194 47. 15 57.8 42. 14 232 188. 59 76. 23 63. 2 269 118.31 58.46 53. 9 
195 65.82 60.25 39.26 233 148.97 67.22 58. 56 270 171. 5 58 52.48 
196 77. 56 65.91 52. 76 234 48.65 44. 09 33. 52 271 92. 1 58. 72 39. 96 
197 105.86 57.95 46. 52 235 126. 66 49. 36 39. 88 272 221. 58 87. 18 65.05 
198 5. 53 20.86 19. 55 236 89. 58 48.25 45.61 273 141. 55 60.02 43.34 
199 64.8 46. 33 34.97 237 169. 53 88.65 54.47 274 49.29 46. 65 35.04 
200 70.17 50.95 45. 73 238 92.47 66.46 36. 28 275 59.26 47. 32 41. 21 
201 78.07 56.39 33. 79 239 144.67 57.64 47.02 計 39978.6 -------202 271. 9 76.99 65.09 240 51. 2 54.23 33. 72 平均値 145. 37 68.08 49. 52 

第9表浜場遺跡集石2 出土磯計測表(1 ) 
重さ (g) 長径(mm) 短径(凹) 重さ (g) 長径(皿) 短径(皿) 重さ (g) 長径(皿) 短径(凹)

I 456. 18 116. 17 80.88 17 141. 58 65.69 46.11 33 114.33 68 51. 51 
2 312.8 80.88 63.82 18 152. 07 61. 03 56. 15 34 88. 19 46.28 46.05 
3 318.37 98.21 56.82 19 163.23 75. 37 36.47 35 115.95 66. 68 44.4 
4 136. 79 88. 74 38. 22 20 125. 9 88. 79 34.24 36 115. 18 53.53 46.23 
5 102.45 57.65 42.91 21 98.48 71. 99 53. 7 37 72. 29 55. 72 44. 78 
6 154. 7 97.34 48. 78 22 67.88 54.02 29. 77 38 95.04 47.55 48. 04 
7 84.07 95.92 45.06 23 83. 55 51. 89 42.82 39 64. 71 48.17 41. 29 
8 209.11 71. 84 58.4 24 53. 15 48.56 36. 13 40 64.09 50.47 42. 94 
9 85. 75 73.41 45.86 25 90.97 53.69 44.26 41 49.26 45.49 31. 48 
10 117.02 76.89 51. 44 26 126. 17 76.94 50.86 42 59. 73 72.22 35.48 
11 221. 6 60.85 52. 35 27 153. 66 66.52 61. 76 43 81. 75 58.46 40. 77 
12 134.94 83. 1 50.87 28 217.83 77.14 54.24 44 48. 24 39. 03 35.1 
13 62.74 61. 79 51. 76 29 188 73.17 58.25 45 71. 61 54.47 48. 53 
14 89. 32 65.65 55.87 30 107.48 58. 15 44. 51 46 22. 3 52.4 20.99 
15 98.84 56.95 44.88 31 84. 06 54.39 45.48 47 62.48 50. 07 49.44 
16 189.69 69. 15 51. 94 32 106.81 71. 38 61. 33 48 56.07 46. 5 36. 31 
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第10表浜場遺跡集石2 出土磯計測表 (2)
重さ (g) 長径(皿) 短径(皿) 重さ (g) 長径(皿) 短径(阻) 重さ (g) 長径(阻) 短径(皿)

49 77. 33 51. 21 45.41 64 85.08 52. 25 42.81 79 81. 79 56.28 35.05 
50 22.3 46.85 25.92 65 49.33 36.04 33. 12 80 84.8 67. 77 47. 72 
51 66.07 56. 71 46. 99 66 46.95 52. 2 44. 75 81 44.86 43.93 30.85 
52 67.89 42.99 41. 1 67 48.45 44.96 30.66 82 67.23 49. 79 40.55 
53 61. 62 50.92 40. 36 68 102.1 68.92 41. 98 83 79.8 66. 55 36.45 
54 50. 75 59. 16 34.83 69 74.94 54. 3 42.48 84 62.77 70. 1 29.02 
55 61. 66 56.87 38.48 70 58.35 43.02 42. 54 85 108.84 59. 18 58.28 
56 48.89 39.51 38. 7 71 61. 13 60.47 40. 15 86 46. 86 53.4 45.23 
57 73. 27 43. 76 41. 96 72 63.29 53. 5 32. 35 87 104. 13 68. 75 51. 02 
58 145.85 70. 82 62. 79 73 74.56 59. 47 37. 35 88 130.89 56.28 44. 15 
59 45.86 56.25 39. 55 74 79.4 48.06 46.86 89 53. 62 46. 7 46. 33 
60 82.49 50.82 41. 01 75 42.62 58.4 27.87 90 61. 65 54.88 36.38 
61 118.78 53.2 46.03 76 91. 78 57. 29 39.05 91 30. 27 43.84 24.09 
62 65.83 52.26 41. 25 77 96.38 48. 92 50.56 計 9079.67 ------戸戸63 188.96 62.91 54.02 78 53.84 51. 99 37. 06 平均値 99. 77 60. 21 44.09 

第11表浜場遺跡集石3 出土磯計測表
重さ (g) 長径(阻) 短径(阻) 重さ(g ) 長径(阻) 短径(皿) 重さ (g) 長径(皿) 短径(阻)

1 105.1 55.85 50.98 13 101. 44 58. 75 52. 62 25 57.91 44.45 39.33 
2 224. 77 70.26 58.87 14 77.69 88. 55 38. 78 26 99.47 53.27 45. 75 
3 129. 34 65.43 50.22 15 214.47 74.38 63.21 27 92.83 58.17 47.3 
4 115.21 65. 71 54. 15 16 162.4 68. 78 56.74 28 46.27 52. 55 49.43 
5 270.58 85. 18 56. 5 17 108.98 76.02 45. 54 29 45.5 45. 14 37. 15 
6 46.89 45. 73 27. 74 18 13.06 38.44 27.3 30 81. 7 57.81 37.67 
7 53. 3 45.17 38.85 19 256.91 72. 59 63. 26 31 34. 75 37. 74 32.52 
8 192.59 69.82 58.49 20 75. 73 51. 69 53.68 32 217.55 86 69.28 
9 57. 6 45.77 45. 63 21 77. 5 64.17 40.29 33 11. 11 33.05 27.2 
10 99. 16 58.96 48.27 22 191. 11 81. 11 40. 76 34 400.05 86.94 65.08 
11 82.37 55. 74 41. 12 23 95.89 71. 16 41. 35 計 4064.03 --------12 113.84 68.07 40.81 24 110.96 57. 47 44. 02 平均値 119.53 61. 46 46. 76 

第12表浜場遺跡集石4 出土礁計測表
重さ (g) 長径(皿) 短径(阻) 重さ (g) 長径(皿) 短径(皿) 重さ (g) 長径(皿) 短径(皿)

l 199. 13 75.23 71. 41 25 38.95 57. 87 32. 74 49 170.32 82. 79 65. 5 
2 11. 09 42. 36 20.26 26 58.01 51. 05 38.95 50 34.53 35.6 30.6 
3 57. 78 66.28 44.47 27 46. 74 51. 05 33.94 51 76. 71 53.57 49 
4 74.52 49.54 37. 82 28 155.69 76.64 64.66 52 49.84 37.97 30. 12 
5 95.08 64.49 45.84 29 37.32 45. 29 36.33 53 70. 52 50.01 46.37 
6 54.2 46.66 37.51 30 29.47 34.46 33.87 54 42.48 46.41 38.32 
7 89.52 42.88 41. 44 31 49. 78 73. 12 32. 12 55 88.42 56.61 43.98 
8 131. 09 77. 53 53.06 32 33. 16 43.6 29. 34 56 47.32 52. 39 42. 19 
9 54.84 75.8 40.61 33 50. 1 59.23 42.89 57 60.31 49. 13 35.42 
10 49. 36 71. 13 36.99 34 40.06 45.55 31. 29 58 47.89 47. 37 36.67 
11 39.69 44. 13 38.86 35 22.89 39.42 31. 53 59 27.2 47.58 41. 64 
12 55. 32 51. 66 44. 56 36 74.2 53. 93 46.06 60 125.96 63.93 42. 76 
13 35. 78 47.95 19.92 37 35.23 51. 75 31. 22 61 35. 79 44.31 39.55 
14 50.05 47.42 35. 51 38 46.68 45. 75 33.28 62 56. 1 48.67 45.48 
15 74.95 52. 79 39.6 39 62. 75 61. 7 36. 16 63 138.5 69.46 40.27 
16 20. 76 36. 32 23.27 40 35. 7 38. 14 38.02 64 43. 93 46.2 33.26 
17 34.29 44.29 39. 82 41 44.31 41. 69 37.8 65 29.04 41. 78 34.17 
18 10.62 28.57 23. 18 42 45.34 47. 34 36.49 66 53. 52 52.04 33.96 
19 31. 92 58.9 19.66 43 99.42 62. 64 45.8 67 61. 39 44.2 41. 52 
20 180.25 75. 58 65.28 44 62. 76 42.92 38. 12 68 123. 64 66. 16 50. 16 
21 46.09 58 40.49 45 88. 72 82. 75 39.36 69 66. 51 57. 7 41. 48 
22 50.62 54 45.06 46 47. 7 46.61 31. 44 70 93.21 50.84 41. 62 
23 76.09 73.68 41. 82 47 50. 83 55. 77 36. 38 計 4367. 11 ----r〆-24 18.4 41. 64 23.87 48 26. 73 33. 18 30.26 平均値 62.38 53.04 38.89 
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0-1区口-2区

E-1区 E-2区

Fー~2区

炭化物集中地点1
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第19図浜場遺跡炭化物集中地点1 平面・断面図

④炭化物集中地点4 (第 15図)

MN 

十a

十
ー一一一一ー←一一ー→ー H"，79.40rr 

一←一一一一一一一一-H=79.20m 

(1・50)

炭化物集中地点4はF-3・4区に検出された。炭化物の平面分布は約1.4m xO. 6m 

の半円形の範囲内に密な状態で広がり、水平分布は検出面とほぼ同一レベルに出土した。

また遺構の南側が事業対象区域外であり、炭化物の出土分布の状況からその広がりが事

業対象区域外に延びている可能性が充分に考えられる。また石匙未製品 (57)、石核 (58)、

剥片 (83)がそれぞれ 1点ずつ、炭化物の出土が認められた範囲内に出土した。(第 16図)

⑤炭化物集中地点 5 (第 17図)

炭化物集中地点5はD-9・10区に検出された。炭化物の平面分布は約 3.6m x 1. 1 
mの半楕円形の範囲内に疎な状態で、広がり、水平分布は検出面とほぼ同一レベルに出土

した。また遺構の南側が事業対象区域外であり、炭化物の出土分布の状況からその広が

りが事業対象区域外に延びている可能性が充分に考えられる。
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IX-aob層出土土器

本調査では、縄文時代早期の遺物包含層IX-a層から 210点、 IX-b層から 5点の土

器が確認された。これらの遺物を施文等から下記の定義により分類を試みた。

第 I群 口唇部外端に貝殻刺突による刻目を施し、その下位に斜位の貝殻条痕文を施

文するもの。

第E群胴部に縦位又は斜位の貝殻刺突文を施文するもの。

第皿群 口縁部にま判立の員殻刺突文を施し、その下位に貝腹復縁による綾杉状に幅広

な員殻条痕文を施文するもの。

第N群 口縁部内面に横位の胴部外面に縦位の浅い山形押型文を施文するもの。

第V群胴部に間隔をおきながら、 2cm程度の幅狭な撚糸文帯を縦位に施し、その上

に横位の沈線文帯を施文するもの。

第VI群 口縁部及び胴部に横位又は斜位の細沈線を施すもの。

第四群 口縁部に員殻連続刺突文や幾何学状沈線文を施し、胴部には条線を幾何学的

に構成するもの。

第咽群 口縁部とその下位に横位の貼付短突帯が巡り、その突帯に貝殻腹縁による刺

突丈を施し、胴部に貝殻腹縁による小波状の押引文を施文するもの。

第E群胴部に員殻腹縁による波状文を施文するもの。

第X群 土器と判別できるが、残存部位が小さく形式不明のもの。

①第 I群

第 I群は「口唇部外端に員殻刺突による刻目を施し、その下位に斜位の貝殻条痕文を

施文するもの。jと定義した。型式は縄文時代早期前葉の前平式土器に比定される。第 I

群に属すると判断した土器片は3点確認された。その全点 (7'"'"'9) を実測・図化(第

21園)した。この群の出土分布は、 3区西側のE-2区、 F-3区に広がる。分布の傾

向は出土量が少ないため判断が困難である。

7・8は深鉢の口縁部である。直行しており、 7の口縁部の端部は丸みを帯び、 8は

外面に口唇部外端に見られる員殻刺突が 1条認められ、口唇部が欠けたと思われ、口縁

部端部の形状は不明である。 9は深鉢の胴部である。外面に斜位・横位の員殻条痕文が

施丈され、上端には輪積みの接合痕が露出している。また 7'"'"'9の土器片は胎士に含ま

れる混砂量が多含であるため器面が剥離しやすく、内面調整は粗い。

②第E群

第H群は「胴部に縦位又は斜位の員殻刺突文を施文するもの。」と定義した。型式は縄

文時代早期前葉の加栗山式土器に比定される。第H群に属すると判断した土器片は 1点

確認された。その 1点 (10)を実測・図化(第21図)した。この群は I点のみの出土で

あり、 D-6区で出土した。分布の傾向は出土量が少ないため判断が困難で、ある。

10は深鉢の胴部である。器壁は比較的薄く、縦位の員殻刺突文聞を斜位の貝殻刺突文

で埋めており、刺突文の間隔は特に疎である。
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③第E群

第E群は「口縁部に斜位の貝殻刺突文を施し、その下位に貝腹復縁による綾杉状に幅

広な員殻条痕文を施文するもの。Jと定義した。型式は縄文時代早期中葉の石坂式土器に

比定される。第皿群に属すると判断した土器片は6点確認された。そのうち接合遺物を

含む4点 (11'"'-'14)を実測・図化(第21図)した。この群の出土分布は 1区西側のc.
D-9区に出土し、調査区のほぼ中央に広がる。分布の傾向は、この土器群は他の土器

群とは出土分布が異なり、縄文早期土器の遺物分布の東端に出土し、分布域も大別され、

台地の東斜面に出土分布が見込まれる。

11 '"'-'14は深鉢の胴部である。 11は胴部の上位に斜位の貝殻連続刺突文と、その下位に

区切りを示すような 1条の横位の貝殻刺突文が見られることから、口縁部に近い部位で

あると思われる。 12・13は斜位の幅広な貝殻条痕文が施文され、 14は胴部上位に斜位と

横位の貝殻条痕文が見られることから底部に近い部位と思われる。また、 12・14は内面

調整が丁寧にナデているが、その他は混砂量が多含なためか剥離が認められる。

④第N群
第N群は「口縁部内面に横位の胴部外面に縦位の浅い山形押型文を施文するもの。Jと

定義した。型式は縄文時代早期中葉の手向山式土器に比定される。第N群に属すると判

断した土器片は 20点確認された。そのうち接合遺物を含む9点(15'"'-'21)を実測・図化

(第21図)した。この群の出土分布は3区西側のE-2・3区に広がり、主にE-2区

に多く出土が見られた。分布の傾向は調査区の西端に集中し、 E-2区からは炭化物集

中地点1が確認されており、その検出域と第N群はほぼ同レベルでの遺物分布であり、

さらに、第N群の出土分布はこの炭化物集中地点1の東側に広がる出土分布であり、炭

化物集中地点 1と第N群の関連性が考えられる。

15・16は深鉢の口縁部である。大きく外反し、端部は丸くおさまる。口縁部内面に横

位の浅い山形押型文が施文される。 15の外面には工具による横位の細沈線文が刻まれ、

細沈線の上下を結んで幾何学上に施文する。 17'"'-'23は深鉢の胴部である。 17'"'-'21は外反

するように開き、浅い山形押型文を施文する。 22・23は胴部中位のが「くJ字状に屈曲

する部位である。 15'"'-'21の胎土に含まれる鉱物が微細で、胎土のキメが細かい。

⑤第V群

第V群は「胴部に間隔をおきながら、 2cm程度の幅狭な撚糸文帯を縦位に施し、その

上に横位の沈線文帯を施文するもの。Jと定義した。型式は縄文時代早期後葉の塞ノ神A

a式に比定される。第V群に属すると判断した土器片は47点確認された。そのうち接合

遺物を含む6点 (24'"'-'29)を実測・図化(第21・22図)した。この群の出土分布は、 3

区のほぼ全域のE・F-2'"'-'4区に広がり、主lこE-3区に多く出土が見られた。分布

の傾向は調査区の西端に集中し、またE-4区の西側には遺物分布は確認できず、 E-

4区の南西側に広がっているように推測される。また、 E-4区からは第V群の分布と

ほぼ同レベルで集石1が確認されており、第V群の出土分布はこの集石 1の南側に広が

っていることから、集石1と第V群の関連性が考えられる。

24'"'-'28は深鉢の胴部である。24は緩やかに内湾し、胴部上位に5条の沈線文帯が巡り、
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その沈線は2条単位で上下が弧状に繋がる。 25・27・28は横位の沈線文帯が施文されて

いる。 28は下位が肥厚し、底部に近いと思われる。 26は 1条の横位の沈線文と幅狭な縦

位の撚糸丈帯が施丈される。 29は深鉢の底部である。外面に4条の縦位の撚糸文帯が施

文される。

⑥第VI群

第VI群は「口縁部及び胴部に横位又は斜位の細沈線を施すもの。」と定義した。型式は

塞ノ神A式の施文様式を踏襲しているように思われ、塞ノ神A式の範轄の括りで分類し

た。第VI群に属すると判断した土器片は4点確認された。そのうち 2点 (30・31)を実

測・図化(第 22図)した。この群の出土分布は、 3区東側のE-6区にのみ認められる。

分布の傾向は出土量が少ないため判断が困難である。

30は深鉢の口縁部である。大きく開いて直行し、外面に横位又は斜位の細沈線文が4

条確認でき、その施文に規則性は感じられない。内面・外面の調整は粗く器面は歪で、

著しく煤が付着する。 31は深鉢の胴部である。外面に横位の細沈線文が 3条確認でき、

途中で細沈線が終了している。 30同様内面・外面の調整は粗く器面は歪で、著しく煤が

付着する。

⑦第四群

第四群は「口縁部に貝殻連続刺突文や幾何学状沈線文を施し、胴部には条線を幾何学

的に構成するもの。Jと定義した。型式は縄文時代早期後葉の塞ノ神Bd式に比定される。

第四群に属すると判断した土器片は 48点確認された。そのうち接合遺物を含む8点 (32

'"'-'39)を実測・図化(第 22図)した。この群の出土分布は、 3区のほぼ中央のD-3・

4区、 E-2'"'-'5区、 F-2・3区に広がり、主にD ・E-3・4区に多く出土が見ら

れた。分布の傾向は調査区の西端に集中し、 D-3・4区からは炭化物集中地点3が確

認されており、その検出域と第四群はほぼ同レベルでの遺物分布であり、さらに、第四

群の出土分布はこの炭化物集中地点3の周りを巡るような出土分布であり、炭化物集中

地点3と第VII群の関連性が考えられる。

32・33は深鉢の口縁部である。 32は、口縁部に縦位の貝殻腹縁による員殻連続刺突文

が横位に廻り、その下位に斜位の条線が施丈される。 33は 32同様に口縁部に縦位の員

殻腹縁による貝殻連続刺突文が横位に廻る。 34"'-'39は深鉢の胴部である。 34は胴部が緩

やかに内湾し、頚部から口縁部に向かつてラッパ状に聞く。外面に縦位の貝殻腹縁によ

る貝殻連続刺突丈とその下位に格子状の貝殻条痕文が施され、さらにその下位に縦位の

貝殻腹縁による貝殻連続刺突文が横位に等間隔に 3条廻り、その下位に格子状の貝殻条

痕文が施文される。 35は下位に員殻腹縁による員殻条痕文が深く横位に施文される。 36

は下位に斜位の貝殻腹縁による員殻条痕文が施丈される。 37は横位の沈線文とその下位

に縦位の員殻腹縁による貝殻連続刺突文が横位に施文される。 38は縦位の員殻腹縁によ

る貝殻連続刺突文が横位に施され、その下位に幾何学状の沈線丈が施文される。 39は底

部に近いと思われ、外面に幾何学状の条痕文を施した後ナデ磨いているように恩われる。
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③第四群

第咽群は「口縁部とその下位に横位の貼付短突帯が廻り、その突帯に貝殻腹縁による

刺突文を施し、胴部に員殻腹縁による小波状の押引丈を施文するもの。Jと定義した。型

式は縄文時代早期後葉の苦浜式土器に比定される。第VIII群に属すると判断した土器片は

56点確認された。そのうち接合遺物を含む9点 (40"-'48)を実測・図化(第 23図)し

た。この群の出土分布は、 3区のほぼ中央のE-2・3区、 F-2・3区に広がり、主

にE-3区に多く出土が見られた。分布の傾向は調査区の西端に集中し、 E-3区から

は炭化物集中地点2が確認されており、その検出域と第VIII群はほぼ同レベルでの遺物分

布であり、さらに、第VIII群の出土分布はこの炭化物集中地点2の西側に広がる出土分布

であり、炭化物集中地点2と第VIII群の関連性が考えられる。

この土器群は混砂量が多含であり、器面が剥離しやすいことも特徴である O また内面

の調整は粗く器壁が歪である。 40"-'43は深鉢の口縁部である。し1ずれも小片であるため、

断定はできないが口縁部は直行するものと思われる。 40"-'42は口縁部・口唇部に横位の

貼付短突帯を巡らす。 40は口唇部に貝殻腹縁による縦位の刺突が刻まれ、その下位に貼

り付けた短突帯にも員殻腹縁による縦位の刺突が刻まれる。 41・42は口唇部が見られな

い。 41は貼り付けた短突帯の下位に、貝殻腹縁による小波状と思われる押引文が施文さ

れる。 42は貼り付けた短突帯に貝殻腹縁による縦位の刺突が刻まれ、その下位に斜位の

条痕文が施文される。 43は貼付短突帯を持たない。口唇部がやや肥厚気味で、その下位

に斜位の条痕文が施丈される。 44"-'48は深鉢の胴部である。 44は貝殻腹縁による小波状

の押引文が3条を単位にして深く施文される。器壁は厚い。 45は横位の貼付短突帯が廻

り、突帯には貝殻腹縁による縦位の刺突が刻まれる。その下位は貝殻腹縁による器面調

整をした後ナデ磨きを施している。また器形は器面に凹凸が見られるものの、頚音防当ら

口縁部に向かって緩やかに聞き、頭部に締まりも見られないことから円筒形状を呈する

と思われる。 44と同様器壁は厚い。 46は上位に貼付短突帯の断片が見られ、その下位に

斜位の員殻腹縁による押引文が施文される。 47は貝殻腹縁による小波状の押引文が深く

施文される。また焼成前に穿ったと見られる孔が施文の上位に見られる。 48は貝殻腹縁

による横位の押引丈が深く施文される。また 47と同様に焼成前に穿ったと見られる孔が

施文の上位に見られる。

⑨第医群

第E群は「胴部に貝殻腹縁による波状文を施文するもの。Jと定義した。型式は第噛群

と同様に縄文時代早期後葉の苦浜式土器に比定される。第E群に属すると判断した土器

片は4点確認された。そのうち接合遺物を含む2点 (49・50) を実測・図化(第 23図)

した。この群の出土分布は、 3区の西端のF-2区のみに認められる。分布の傾向は出

土量が少ないため判断が困難である。

49・50は深鉢の胴部である。 2条から 3条を単位とした横位の貝殻腹縁による波状文

を施文し、内面には工具によるケズリが斜位或いは横位に調整がなされている。また器

形は頚部から口縁部に向かつて聞き、頭部に締まりも見られないことから円筒形状を呈

すると思われる。 50には縦位と横位に 1条ずつ貼り付けた短突帯が見られ、その突帯に

は貝殻刺突が深く刻まれる。
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⑩第X群

第X群に属すると判断した土器片は 27点確認された。第X群は土器と判別できるが、残

存部位が小さく型式不明のものであるため、実測・図化をせず、文章の表現のみに留める。

この群の出土分布は3区のほぼ全域に広がり、 D-4区、 E-2""""'7区、 F-2・3区に

認められる。個々の出土区等は第 16表のとおりである。
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第27図浜場遺跡区一a層出土石器 3

区-a層出土石器

JX-a層より石器と認められる遺物は47点出土した。うち 45点 (51"'96)を実測・

図化(第 25"'28図)した。石鍛6点、石匙未成品 1点、石核1点、剥片 27点、剥離片

8点、磨石2点、軽石製品 1点の組成である。剥離片についてはかなりの小片で、あるが、

炭化物が集中して出土した地点の範囲内より出土し、(第 16図)その関連性を無視出来

ないことから遺物として整理し、実測・図化(第 27図)を試みた。
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石器の分布は、複数点の出土

が認められた遺物の分布を見る

と、石鹸がD-4・7区、

3 . 7区、 F-2区でそれぞれ

出土している。 剥片はD-3・

5'"'-'8区、 E-2'"'-'6区、

2・3区で出土し、 D-7・8

区、 F-3区に多く分布する。

剥離片がD-2・3区、 E-2

区で出土し、 D-3・4区で検

出された炭化物の集中出土地点

3に多く分布する。磨石はF

2・3区で出土している。いず

れの石器の分布は縄文時代早期

調査区の西側に確認され、調査

区東側のC'"'-'E-9・10区には

全く石器は確認することは出来

なかった。

なお、石質に着目した場合、

分布の特徴として姫島産と思わ

れる黒曜石に分類される石器は、

D.E-4・5・7・8区、 F

-2・4区に出土している。

りわけD.E-7区の約3mの

範囲内に石錬2点、剥片7点の

集中した分布が確認されている。

また黒色安山岩に分類される石

器は、 D-3区、 F-2・3区、

E-2・4'"'-'6区に出土してい

る。前述の姫島産と思われる黒

曜石と同様な集中した分布は確

認されなかったが、調査区の南

西側に遺物の分布が見られる。

51 '"'-'56は石錬である。51はチ

ャート製である。完形で扶入部

が深い挟りをもっ薄手の石嫉で、

ある。 52'"'-'54は姫島系の黒曜石

製である。 52は長身で先端角も

狭く、挟入部が深い挟りをもっ

薄手の石嫉である。右肩が欠損

E
 

F← 

と

94 

95 

96 

(1 : 2) 

4 
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している。 53は挟入部が深い挟りをもっ比較的小型の石嫉である。左肩が欠損している。

54は挟入部が比較的浅い挟りをもっ薄手の石嫉である。右肩が欠損している。 55は頁岩

製であり、扶入部が比較的浅い挟りをもっ薄手の石嫉である。両肩が欠損している。 56

は石搬の未成品と思われ、挟入部が深い挟りをもっ薄手の石嫉である。先端部は丸くお

さまり、右肩が欠損している。 57は石匙の未成品と思われる。自然面が見られ刃部は3

箇所と思われるが、刃部に微細な剥離は見られるものの加工が少なく、茎部は折損して

いる。 58は石核である。自然面が見られ、剥離面も少ない。 59"'-'85は剥片である。 59

"'-'69は姫島系の黒曜石製、 70"'-'72はチャート製と思われる。 73"'-'83は黒色安山岩製、

84・85は安山岩製である。 59・61"'-'64・66・67・69"'-'71・73"'-'83・85はフレーク状の剥

片であり、 60・65・68・72・84はチップ状の剥片で、剥離面数も比較的少ない。 86"'-'93

は剥離片である。 86・87は黒色安山岩製、 88・89は安山岩製と思われ、 90"'-'93は石質

が不明である。いずれも長さが 1cmに満たない、最大厚が 1皿程度の薄い剥片で、ある。

94・95は砂岩製の磨石である。94は表面に研磨による磨耗面があり、底面は平坦に近い。

95は底面が平坦で、研磨による磨耗面が全ての面にある。96は軽石製の軽石製品である。

岩質がもろく表面に剥落が多いため、使用の用途等不明であるが、器形の成形など人為

的に加工を加えていることから、石器として判断した。
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第 13表浜場遺跡縄文早期土器観察表 (1) 

挿図 注記 出土区 胎土 色 鱒 施文・調整
法量(唖)

番号 出土周 器種 部位 分類 石 角
上段外面 上段外国 口底 器備 考

番号 番号 倒的嘩} 雲 礁 赤砂
下段内面 下段内面 径径 高

長 輝

7.5YR6/6 
施主員殻連続期l突文
斜位貝殻条痕文

第 2[図 7 346 
F-3区

深鉢 口縁部 前平式土器 010 010 O 
櫨色

調整ナデ 4.6 I群
区一a層

7.5YR6/4 施主.無
にぷい樺色 調整ナデ

[OYR4/2 
施主 e 員殻連続期j突文

F-3区 灰黄褐色
斜位貝殻条痕文

第 2[図 8 348 
区一a層

深鉢 ロ縁部 前平式土器 O 010 O 調整:ナデ 3.2 I群

IOYR5/4 地主:無
にぶい黄褐色 調整:ナデ

7.5YR6/6 施主.斜状貝殻条痕文
I群

第 2[図 9 402 
E-2区

探鉢 胴部 前平式土器 010 O 
樫色 調整:ナデ

5.0 輪積みの綾合痕
[J{-a層 [OYR5/3 施主無

が露出
にぶい黄褐色 調整.ナデ

5YR5/6 
施主縦位貝殻剤j突文

D-6区 明赤褐色
斜位員殻刺突文

E類第 2[図 [0 1043 
[J{-a層

深鉢 胴部 カ陳山式土器 O 010 O 調整ナデ 4.2 
施主の間隔が疎

7.5YR6/6 施主無

樺色 調整ナデ

7.5YR5/4 
施主縦位貝接連続刺突文

員殻綾杉条痕文 E類
第 2[函 [[ 628 

ト9区
深鉢 胴部 石坂式土器 010 O 

にぷい褐色
調整。ナデ 4.3 内面に一部剥離区-a層

5YR6/6 施主無 あり
檀色 調整丁寧なナデ

7.5YR5/4 施主斜位貝殻条痕文

第 2[図 [2 
629 0-9区

深鉢 胴部 石坂式土器 010 O O 
にぷい褐色 調整ナデ

8.8 E類確田 [J{-a層 5YR6/6 施主無

檀色 調整丁寧なナデ

7.5YR5/4 施主斜位貝殻条書主主

第 2[図 [3 
632 D-9区

深鉢 胴部 石坂式土器 010 O O 
にぷい褐色 調整ナデ

4.5 
E頚

633 区一a層 5YR6/6 施文 内面が全剥離

樺色 調整ー

7.5YR6/4 施主斜・横位貝殻条痕文

第 2[図 [4 630 
C-9区

深鉢 胴部 石坂式土器 010 010 O 
にぷい檀色 調整ナデ

4.4 E類
区一a層 5叩6/6 施主無

笹色 調整丁寧なナデ

2.5Y7/3 施主.横位沈線文

第 2[図 [5 岨6
E-2区

深鉢 口縁都 手向山式土器 O O 
浅黄色 調整ナデ

2.7 
W類

[J{-a届 2.5Y8/4 施文無 胎士治可且る

淡黄色 調整丁寧なナデ

2.5Y7/3 施主無

第 2[図 [6 400 
E-2区

深鉢 口縁部 手向山式土器 O O O 
浅黄色 調整丁寧なナデ

2.2 W頚区-a届 2.5Y7/3 施主横位山形押型文
浅黄色 調整丁寧なナデ

2.5Y7/3 施主縦位山形押型文

第 2[図 [7 
386 Eー・層E 深鉢 胴部 手向山式土器 010 O 

浅黄色 調整。丁寧なナデ
5.6 W類

654 2.5Y7/4 縮丈無

浅黄色 調整ナデ

2.5Y7/3 施主縦位山形押型文

第 2[図 [8 655 
E-2区

深鉢 胴部 手向山式土器 010 O O 
浅黄色 調整ナデ

6.2 W類
[J{-a層 2.5Y8/4 施主無

談黄色 調整ナデ

2.5Y7/4 施主縦位山形押型文

第 2[図 [9 423 
E-2区

深鉢 胴部 手向山式土器 010 O 
浅黄色 調整ナデ

3.9 N類
[J{-a層 2.5Y7/3 施主無

浅黄色 調整粗いナデ

2.5Y7/3 施主縦位山形押型文

第 2[図 20 560 
E-2区

深鉢 鯛部 手向山式土器 O 010 O 
浅黄色 調整。ナデ

3.9 W頚
[J{-a層 2.5Y7/3 施主無

浅黄色 調整粗いナデ

2.5Y7!4 施主縦位山形押型文

第 2[図 2[ 656 
E-2区

深鉢 胴部 手向山式土器 O O 
浅黄色 調整ナデ

3.8 
W頚

[J{-a層 2.5Y7!4 施文無 施文部浅い

浅黄色 調整ナデ

2.5Y7/3 施主縦位山形押型文

第 2[図 22 648 
E-2区

深鉢 胴部 手向山式土器 O O O 
浅黄色 調整ナデ

4.3 W類
[J{-a層 2.5Y7!3 施主。無

浅黄色 調整粗いナデ

2.5Y6/3 施主縦位山形押型文

E-2区
にぶい黄色 調整ナデ

W類
第 2[図 23 653 深鉢 胴部 手向山式土器 O 施文無 3. [ 

政-a層 2.5Y6/3 
調整粗いナデ

外国に煤付着

にぷい黄色
部指頭圧接

354・訂1・3剖
7.5YR6/6 

施主縦位斜イ立撚糸文 V類
笹野・品1・4沼

E-F33・a4区層E 
撞色

横位沈線文 Aa式
第 2[図 24 必4・掛4・4百 深鉢 胴部 塞ノ神式土器 010 010 010 調整丁寧なナデ [1. 9 5条の副議の内

4B[・田7田4 7.5YR6/6 施主無 下4条が上下で
後濁・町O 樺色 調整丁寧なナデ 繋がる

7.5YR6/6 施主縦位撚糸文

第 2[図 25 
護殉・伍5 E-3区

深鉢 胴部 塞ノ神式土器 010 010 010 
樺色 調整丁寧なナデ

4.5 
V類

回47 区一a届 7.5YR6/4 施文無 Aa式

にぷい樺色 調整丁寧なナデ

7.5YR6/6 
施主縦位撚糸文

横位沈線文
第 2[図 26 392・664

E-3区
深鉢 胴部 塞ノ神式土器 010 O 

樫色
調整丁寧なナデ 3. [ 

V類
区 a層

7.5YR6/4 施文無
Aa式

にぷい檀色 調整丁寧なナデ

2.5Y4/2 施主縦位撚糸文
V類

第 2[図 27 572 
E-3区

深鉢 胴部 塞ノ神式立器 O O O 
暗黄灰色 調整・丁寧なナデ

3.2 Aa式区-a層 7.5YR6/4 施文無
外置に燦付着

にぶい檀色 調整・丁寧なナデ

n
J
 
4
 



第 14表浜場遺跡縄文早期土器観察表 (2)

挿図 注記 出土区 胎土
色 調 施文・調整

法量(岨)

番号 出士層 器種 部位 分類 石 角 備 考
番号 番号

Ic段外面 上段外面 口 底 器
(遺構) 雲 磯 赤 制3

下段内面 下段内面 径 径 高
長 輝

7. 5YR7!6 施主縦位撚糸文
V群

第 21図 28 
341・1195 ド2・3区

深鉢 胴部 塞ノ神式土器 01010 。O 権色 調整丁寧なナデ
2.6 Aa式

1232 JX-a層 7.5YR7!6 施文無
底部に近い

樺色 調整ナテ

7. 5YR7!6 
施主 縦丁位寧撚なナ糸文デ

第 22図 20 
383・398 E-2'3区

深鉢 底部 塞ノ神式土器 01010 。 撞色 調整
12.6 1.1 

V群
574・671 [[X-a-b尾 7.5YR7!6 施主無 Aa式

樟色 調整ナデ

7.5YR6/4 施文横位・斜位細沈線文

E-6区
にぶい撞色 調整ナデ VI類

第 22図 30 1226 深鉢 日縁部 塞ノ神式士器 。 。010  施主無 20.4 6.8 外面に著しく
JX-a層 7. 5YR6!4 

調整粗いナデ 煤 j着
にぷい樫色

部指頭庄痕

7.5YR6!4 施文横位・斜位相沈線文
VI類

第 22図 31 1227 
E-6区

深鉢 胴部 塞ノ神式土器 。 010  。にぶい撞色 調整ナデ 5.3 外国に著しく
JX-a層 10YR4!3 施主無

煤す着
にぷい黄褐色 調整粗いナデ

7.5YR6!4 
施文縦位貝殻連続刺突文

斜位沈線文

第四図 32 525 
E-3区

深鉢 日縁部 塞ノ神式土器 010  。 。にぷい樺色 調整ナデ 2.0 
可軍関

JX-a層
10YR6!4 施主無

外面に煤付着

にぷい黄燈色 調整粗いナデ

7.5YR6/4 施文縦位員殻連続束I突文

第 22図 33 445 
E-3区

深鉢 口縁部 塞ノ神式土器 O O 。にぶい楼色 調整ナデ 2.1 
Vll慌賓

医 a層 10Y買5!2 施丈無 外面に煤付着

灰黄褐色 調整粗いすデ

岨5・482・519
7.5YR6!4 

施主縦位貝殻連続丈
520・521・523 格子状創立沈線文

第 22図 34 由5・5泊・5田
D'E-3区

深鉢 胴部 塞ノ神式土器 。 。。010  にぷい楼色 調整ナデ 21. 1 
四類

日1・532・571
JX-a層

7.5YR6!4 施主無
小磯は1岨大

575・5千9・7国 にぷい燈色 調整!粗いナデ

47，。・473・妥当6
2. 5YR6!6 施文横位貝殻押引丈

第22図 35 491・492・577
E-3'4区

深鉢 鋼部 塞ノ神式土器 。 010  O 
樺色 調整ナデ

6.7 
刊類

JX-a層 7.5YR6!4 

施文 常粗斜し立吋貝ーデ殻条

内市に牒村着
夜道0・由。

にぶい樺色 調整

E-2区
7.5YR6!6 施主 症文

第 22図 36 
356・394

F-3区 深鉢 E司書目 塞ノ神式土器 。。010  010  燈色 調整ナデ
10.1 四類

667 ドa'b雇 7.5YR6!6 施主無

燈色 調整ナデ

5YR6!6 

調整ゃ横ナ位デ沈線文
第 22図 37 313 

F-3区
深鉢 胴部 寒ノ神式土器 。。 O 。 樟色

7.6 V買額
JX-a層

7.5YR6!4 施主無

にぷい燈色 調整 l 粗いナデ

2.5Y7!4 |施工

第 22図 38 777 
E-4区

深鉢 胴部 塞ノ神式土器 O O O 
浅黄色

調整ナデ 4.5 刊類
JX-a層

10YR6!4 施主無
にぶい黄樫色 調整丁寧なナデ

7.5YR6!4 施文斜位貝殻条痕文

第 22図 39 887 
0-4区

深鉢 胴部 塞ノ神式土器 。。。 010  
にぷい樺色 調整ナデ

3.5 
四類

JX-a層 7.5YR5!4 施文無 底部に近いつ

にぷい褐色 調整組いナデ

10YR5!3 施文縦位貝殻連続刺突文
四類

第 23図 40 535 
E-3区

深鉢 口縁部 苦浜式土器 010  010  
にぷい黄褐色 調整ナテ

3.1 口唇がやや肥厚
JX-a層 7.5YR5!4 施文無

短刻目突帯
にぷい褐色 調整粗いナデ

10YR5!3 
施主縦立員殻連続束j突士

小波状貝殻押引文 咽類
第 23図 41 540 

E-3区
深鉢 口縁部 苦浜式土器 。 010  

にぷい黄褐色
調整ナデ 2.5 短刻日突帯

JX-a層
7. 5YR5!3 施文 内面はす嶋監

にぷい褐色 調整

lOYR5/3 施主縦位員殻連続刺突文

第 23図 42 397 
E-2区

深鉢 口縁部 苦浜式土器 010  010  
にぷい黄褐色 調整ナデ・ケズリ

2.9 
JX-a層 7.5YR5!3 施文

にぷい褐色 調整ー

lOYR5/3 施文条痕文
四類

第 23図 43 569 
E-2区

深鉢 口縁部 苦浜式土器 。 010  
にぶい黄褐色 調整ナデ・ケズリ

1.7 口唇がやや』巴厚JX-a層 10YR4/2 施文
内面は剥離

灰黄褐色 調整

7.5YR6/4 施主ノj、波状貝殻押引文

第 23図 44 
527・573 E-2'3区

深鉢 胴部 苦浜式土器 010  。。にぶい樟色 調整ケズリ ナデ
7.3 四煩

652 JX-a層 7.5YR5/4 施:文無

にぶい褐色 調整組いナデ

315・担2・416 7.5YR6!4 
施主縦立員殻連続刺突文

E'F-2'3 斜位員殻条痕主

第四図 45 
427・担8・5田

区 深鉢 』岡部 苦浜式土器 010  。 。。にぶU吋壷色 調整ケズリ ナデ磨き - 111. 8 
咽類

5却・541・砧5ドa'b 7.5刊5!4 施主無
短刻目突帯

日9・555・617
にぶし咋島色 調整粗いナデ

E-2区
7.5刊6!4 施丈小波状貝殻抑引文

第 23図 46 417 '562 JX-a層 深鉢 胴部 苦浜式土器 O 。。。にぶし喧色 調整ケズリ ナデ
5.5 
V唖署員

横転層 7.5YR6/6 施文無 短刻目突帯。

樫色 調整ナデ・ケズリ

7.5YR6/4 施文小波状員殻押号[主:
咽類

第 23図 47 409 • 564 
E-2区

深鉢 』岡部 苦浜式土器 010  010  
にぷい桜色 調整ケズリナデ

2.9 内閣は罰離
医 a層 施丈

孔有
調整ー

10YR5!3 施主小波状貝殻押引文

第 23図 48 294 
F-2区

深鉢 目岡部 苦浜式土器 010  010  
にぷい黄褐色 調整丁寧なナデ

2.8 
四類

JX-a層 7.5YR5!4 施丈甚 孔有

にぶい褐色 調整粗いナデ

-44-



第 15表浜場遺跡縄文早期土器観察表 (3)

挿図 注記 出土区 胎土 色 調 施文・調整 法量(咽)

番号 出土居 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 口 底 器 備 考
番号 番号 (遺構) 雲 礎 赤砂

下段内面 下段内面 径 径 高
長 輝

7.5YR6/6 施主波状貝殻押引文
咽類

第23図 49 1170 
，-2区

深鉢 月同部 苦浜式土器 010 O 。 援色 調整丁寧なナデ
lL1 短刻目突帯

政 a層 lOYR6/4 施主無
(縦横)

にぶい黄樺色 調整粗いケズリ

7.5YR6/4 施主波状員殻押引文

第23図 50 1171 
F-2 [:[ 

深鉢 胴部 苦浜式土器 010 。にぶい燈色 調整丁寧なナデ
15.8 咽類

1](-a層 lOYR6/4 施主無
にぶい黄樫色 調整粗いケズリ

第 16表浜場遺跡第X群縄文早期土器表
注記番号 出土区 出土層 部位 注記番号 出土区 出土居 部位 注記番号 出土区 出土層 部俊

299 F-2区 区一a層 胴部 661 E-4区 区 a層 胸部 1197 F-4区 ]X-a層 胴部 | 

326 E ← 3区 ]X-a層 月同部 850 E-4区 区 a層 胴部 1198 F-4区 ]X-a層 月間書E

355 F-3区 区 a層 腕部つ 884 D-4区 ]X-a層 胴部 1214 E-5区 ]X-a層 月間剖日

369 E-3区 区 a層 胴部つ 1139 E-6区 医 a層 月阿部 1216 E-6区 ]X-a層 胴部 | 

389 E-3区 区一a層 A岡部 1141 E-6区 区 a層 胴部 1218 E-6区 ]X-a層 日同書E

396 E-2区 ]X-a層 胴部 1174 F-3区 ]X-a層 』岡部ワ 1221 E-6区 ]X-a層 胴部

421 E-2区 区 a層 胸部 1182 F-3区 ]X-a層 胴部 1252 D-7区 区 a層 胴部

424 E-2区 ]X-a層 胸部 1194 F-4区 ]X-a層 胸部 1253 E-7区 ]X-a層 胴部 | 

542 E-3区 区 a層 月阿部 1196 F-4区 区 a層 腕部 1254 E-7区 区 a層 月同部

第 17表浜場遺跡 IX-a層出土石器観察表
挿図 番 注記

出土区
出土層

器種 石質
法量(岨・ g)

備 考
番号 号 番号 (遺構) 劇場 最地冨 官事 重量

第 25図 51 391 E-3区 JX-a層 石嫉 チャト 2.30 1. 80 0.40 1. 00 定形

第 25図 52 1160 E-7区 区 ε層 石機 黒曜石 2.65 1. 45 0.45 1. 10 右肩欠損 OB8類姫島

第 25図 53 1161 0-7区 JX-a層 石飯 黒曜石 1. 65 1. 25 0.25 0.30 左肩欠損 0B8類姫島

第 25図 54 450 0-4区 医 a層 石鍛 黒曜石 2.05 1. 45 0.45 0.80 右肩欠損(自自類姫島

第 25図 55 324 F-2区 区 a層 石鍍 頁岩 1. 80 1. 10 0.30 0.40 両肩欠損

第 25図 56 463 E-4区 JX-a層 石嫉未成品 黒色安山岩 2.95 2.00 0.35 1. 40 右肩欠損

第 25図 57 1203 F-3区 JX-a層 石匙未成品 黒色安山岩 3.15 5.35 1. 15 20.40 微細な剥離有り

第 25図 58 1205 F-4区 JX-a層 石核 黒曜石 2.90 3.10 1. 10 6.60 OB8類姫島

第 25図 59 621 0-8区 区 a層 剥片 黒曜石 1. 90 1. 35 2.00 3.60 088類姫島

第 25図 60 620 0-8区 医 a層 oFtJ片 黒曜石(推) 1. 40 1. 15 0.21 0.28 佃 8類姫島

第 26図 61 1165 0-8区 JX-a層 oFtJ片 黒曜石 2.40 1. 90 0.80 2.60 088類姫島

第 26図 62 1156 0-7区 JX-a層 車l片 黒曜石 1. 65 1. 15 0.70 0.70 088類姫島

第 26図 63 1158 0-7区 政 a層 剥片 黒曜石 1. 65 1. 00 0.70 0.50 088類姫島

第 26図 64 1163 0-7区 区 a層 剥片 黒曜石 1. 20 1. 20 0.50 0.50 088類姫島

第 26凶 65 1157 0-7区 区 a層 剥片 黒曜石(推) 0.92 1. 25 O. 18 0.18 OB8類姫島

第 26図 66 1162 0-7区 JX-a層 剥片 黒曜石 1. 15 0.60 0.55 0.23 口B8類姫島

第 26図 67 1159 0-7区 医 a層 事l片 黒曜石 1. 60 3.50 0.80 3.90 OB8類姫島

第 26図 68 644 F-2区 JX-a層 事l片 黒曜石 0.70 0.90 0.30 0.10 OB8類姫島

第 26図 69 843 E-5 B: JX-a層 剥片 黒曜石 2.05 1. 50 0.70 1. 30 088類姫島

第 26図 70 627 0-8区 区 a層 事l片 チャト? 2.35 1. 50 0.40 1. 00 

第 26図 71 390 E-3区 区 a層 剥片 チャ トワ 1. 90 1. 65 0.85 2.00 新欠有り

第 26図 72 848 0-5区 区 a層 剥片 チャト? 1. 40 1. 30 0.15 0.20 新欠有り

第 26図 73 352 F-3区 区 a層 剥片 黒色安山岩 4.15 1. 90 1. 10 5.40 新欠有り

第 26図 74 357 F-3区 JX-a層 言明片 黒色安山岩 1. 65 2.95 0.90 3.30 新欠有り

第 26図 75 343 F-3区 区 a層 剥片 黒色安山岩 2.60 2.80 0.95 5.30 

第 27図 76 645 F-2区 区 a層 剥片 黒色安山岩 1. 45 1. 70 0.50 0.60 新欠有り

第 27図 77 414 E-2区 区 a層 剥片 黒色安山岩 1. 80 1. 45 0.30 0.57 

第 27図 78 365 E-4区 JX-a層 剥片 黒色安山岩 2.00 1. 60 0.40 0.67 

第 27図 79 846 E-6区 JX-a層 剥片 黒色安山岩 1. 75 2.90 1. 15 2.90 

第 27図 80 844 E-5区 医 a層 剥片 黒色安山岩 1. 75 2.10 0.35 1. 30 新欠有り

第 27図 81 845 E-5区 区 a層 事l月 黒色安山岩 2.25 1. 65 0.30 1. 16 

第 27図 82 1187 F-2区 JX-a層 剥片 黒色安山岩 2.45 1. 50 0.30 1. 30 新欠有り

第 27関 83 1234 F-3区 JX-a層 剥片 黒色安山岩 1. 25 1. 10 0.30 0.28 

第 27図 84 639 0-3区 JX-a層 車i片 安山岩 1. 15 1. 05 0.30 0.19 

第 27図 85 849 0-6区 区 a層 剥片 安山岩 1. 85 1. 10 0.30 0.40 

第 27図 86 1240 0-3区 医 a層 事j離片 黒色安山岩 。70 0.45 0.10 0.02 

第 27凶 87 582 E-2区 医 a層 事l離片 黒色安山岩つ 0.40 0.35 0.10 0.01 

第 27図 88 1242 0-2区 JX-a層 剥離片 安山岩 0.75 0.50 0.10 0.40 

第 27図 89 738 0-3区 JX-a層 剥離片 安山岩 0.70 0.55 0.10 0.02 

第 27図 90 1239 0-2区 区 a層 剥離片 ? 0.90 0.50 0.10 0.03 

第 27図 91 739 0-3区 区 a層 剥離片 ワ 0.75 0.40 O. 10 0.01 

第 27図 92 1241 0-2区 JX-a層 剥離片 つ 0.40 0.40 0.10 0.01 

第 27図 93 737 0-3区 JX-a層 剥離片 ワ 0.55 0.40 0.10 0.02 

第 28図 94 335 F-3区 区 a層 磨石 砂岩 7.60 6.10 3.65 231. 67 新欠有り

第 28凶 95 296 F-2区 JX-a層 磨石 砂岩 7.60 5.10 3.80 199.55 下欠損

第 28図 96 379 E-3区 区 a層 軽石製品 軽石 8.60 5.75 3.00 34.60 下欠損
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2 古墳時代の調査

(1)咽層上面検出遺構の調査

VsI層上面の遺構検出は調査区全域で行った。検出された柱穴は全て半裁を行い、半

裁面の観察により判断を行った。そのため半裁段階で柱大番号の欠番が生じている。

また、調査の進捗の関係から大調査区の 1・2・3区ごとで柱穴番号を設定したため、

第 18""'20表に見られるように柱穴番号の表記が重なることをご容赦願いたい。

調査の結果、掘立柱建物がC-13・14区で 1基、柱穴がB-14""'16・18・19区、 C

10""' 12・15""'19区、 D-5・10""'15区、 E-4""'6・8・9区で42基確認された。

ア掘立柱建物

①掘立柱建物 1 (第29図)

掘立柱建物 1はC-13・14区で検出された。長軸方向は N13.50 Wの北北西方向に延

び、遺構の平面形は桁行1間×梁行1聞の若干歪みのある長方形を呈する。検出された

柱穴と柱穴の間隔が桁・梁とも 3mを越えることから、遺構の規模がまだ大きいことが

考えられ、遺構の範囲の一部が調査区外に延びている可能性が考えられる。検出された

柱穴のうち SBP1・2・4は、ほぼ同規模の柱穴であるのに対し、 SBP3は平面形の規模

が大きく、掘り込みの深さは SBP1・2・4とほぼ同一にであることから、柱の建替え

等を行った際に従来あった柱穴を広げて掘削したことによるものと思われる。

高五日
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J
十

叶
判
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可一

SBP1 
1 黒色(lOYR1.7/1)土
層中に僅かにAh粒が見られる。
2 黒色 (7.5YR1.7/1)土
層中に多くAh粒が含まれる。

SBP2 
3 黒色 (2.5Y2/1)土
混じりが見られない。
4 黒色(lOYR2/1)土
層中lこAh粒が含まれる。

SBP3 
5 黒色 (2.5Y2/1)土
混じりが見られない。
6 黒掲色(lOYR3/1)土
層中に僅かにAh粒が含まれる。

SBP4 
7 黒色(lOYR1.7/1)土
層中に僅かにAh粒が見られる。
8 黒色 (7.5YR1.7/1)土
層中にかなり多くのAh粒が晃られる。

mbwl 
mv 
加一ずい

H 。 (1 : 40)1m  

第29図浜場遺跡掘立柱建物 1 平面・断面図
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第18表 1区咽層上面検出柱穴計測表
柱穴 平面形 長径(cm)短径(cm)深さ (cm) 検出区
P5 楕円形 26. 5 23.0 27. 0 D-13区
P6 楕円形 21. 0 18. 5 39.0 D-14区
P8 楕円形 24.0 17.0 11. 0 C-12区

P9 円形 22.5 21. 5 32. 0 D-12区
Pll 楕円形 23.5 20. 0 45.0 C-11区

P12 円形 18.5 18.0 62.0 D-11区

P13 円形 19. 5 19.0 31. 5 C-11区

P14 楕円形 24. 5 21. 0 58.0 C-11区

P15 楕円形 25. 5 19.5 52.0 C-10区

P16 楕円形 26. 0 18.0 50. 0 D-10区

P17 円形 28.0 26.5 54.0 D-10区

P18 円形 17.5 16.0 20. 5 C-10区

P20 楕円形 15.5 15.0 16.0 E-9区
P21 楕円形 25.0 19. 5 33. 0 E-8区
P22 (楕円形) 23. 5 19.0 13.0 E-8区
平均値 22. 7 19.4 36. 3 ---
第四表 2区四層上面検出柱穴計測表
柱穴 平面形 長径(c皿)短径(cm)深さ (cm) 検出区
P1 円形 26.0 25.5 65.0 B-14区
P2 楕円形 24. 0 23.0 55. 0 C-15区

P3 楕円形 14.0 12.0 30.0 B-15区

P4 楕円形 21. 5 18.0 47.0 C-15区

P5 (円形) 23. 0 20. 0 30. 0 C-15区

P7 楕円形 21. 0 16.0 34.0 D-15区

P9 楕円形 28. 5 17.0 29. 5 C-16区

Pll 楕円形 25.0 19. 5 52.0 B-16区|
P12 楕円形 25. 5 20.0 54.0 C-16区

P13 円形 17.0 17.0 22. 5 B-16区

P14 楕円形 24.0 19.0 20.0 C-17区

P17 楕円形 27. 0 21. 0 13. 0 C-17区

P18 円形 30. 5 28. 5 65.0 C-17区

P19 楕円形 31. 0 24. 5 55.0 B-18区
P20 円形 23.0 23. 0 50.0 C-18区

P21 楕円形 35.0 25.0 16. 5 C-18区

P22 楕円形 30. 5 20.5 17.0 C-19区
P23 円形 19. 0 17.0 28. 5 C-18区
P24 楕円形 25.0 21. 5 72. 0 B-19区
P25 円形 21. 5 21. 0 58.0 C-19区

P26 円形 28.0 27.5 62.0 C-19区

P28 円形 17.0 15.5 36.0 B-19区
平均値 24.4 20.5 41. 5 ---
第20表 3区四層上面検出柱穴計測表
柱穴 平面形 長径(cm)短径(cm)深さ (cm) 検出区
P1 楕円形 26. 5 24. 5 29.0 E-4区
P2 楕円形 30.0 25.0 34.0 E-5区
P3 楕円形 21. 0 19.0 12. 5 D-4区
P4 楕円形 23. 0 23.0 31. 5 E-6区
P5 楕円形 31. 0 20.0 24.0 E-6区
平均値 26. 3 22. 3 26. 2 ---

第31図浜場遺跡 2区咽層上面遺構検出状況図
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第21表浜場遺跡

掘立柱建物1 計測表

(単位:cm)
挿図番号第29図 検出区 IC-13・14区
検出層 VBI層上面 方位 IN13.50 W 
床面積 (n1) 11. 08735 

梁行1間 梁間柱間 梁行間

PI-P4 314.0 314.0 

P2-P3 358.0 358.0 

平均 336.0 336.0 

梁桁1間 梁桁柱間 梁桁閑

PI-P2 357.0 357.0 

P3-P4 315目。 315.0 

平均 336.0 336.0 

柱穴番号 深さ 長径 短径 柱穴平面形

SBPl 23.0 26.0 17.5 楕円汗手

SBP2 29.5 27.0 20.0 楕円形

SBP3 19.0 42.5 31. 0 楕円形

SBP4 19.0 25.0 19.0 楕円形

平均 22.625 30. 125 21. 875 

イ柱穴

柱穴はB-14-----16・18・19区、

C -10-----12・15-----19区、 D-

5・10-----15区、 E-4-----6・8・

9区で検出された。柱穴毎の計

測値については、大調査区毎に

第18-----20表に述べる。検出され

た柱穴は、形状は円形若しくは

楕円形であり、長径の平均値は

24.4 cm、深さの平均値は 34.6

cmを測る O 柱穴の検出分布は調

査区東側に主に広がり、西側に

向かうに従い、遺構密度が疎に

なる傾向がある。また、柱列な

どの規則性を持った並びゃ掘立

柱建物 1の軸方向について遺構

配置を検討したが上屋等は確認

出来なかった。
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第32図浜場遺跡 3区四層上面遺構検出状況図
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全体図溝 1浜場遺跡第33図
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(2) N層上面検出遺構の調査

W層上面の遺構検出は調査区全

域で、行ったが、 3区においては皿

層"'VII層までが削平を受けていた

ため、実際の検出は1・2区のみ

であった。

調査の結果、 N層上面において

C-10区、 D-9 "'13区、

9 . 10区に溝 1基、 B • C -14 

区、 B-18区、 B-20区に士坑

3基が検出された。

ア溝

①溝1 (第 33図)

溝 1はC-10区、 D-9 "'13区、

E-9・10区の広範囲で検出された。

この遺構は南北方向に延びる幅の広

い溝状遺構(第34図)と、その遺構

に直交するよう東西方向に延びる 2

条の幅の細い溝状遺構(第36"'39図)

が確認された。幅の広い溝状遺構の

長軸は 5.04mを測り、幅の細い溝状

遺構の長軸は 23.60mを測る。

幅の広い溝状遺構の横幅はほぼ均

一で約 2.8mを測る O 遺構の底と思

われる部分で層の硬化が確認され、

その面を追って検出を試みたところ、

第 34図で示しであるA-A 断面

のような結果となった。遺構の中央

と南端は撹乱を受けているため全体

の様相は判断し難いが、遺構中央の

撹乱部分から南北で段差が生じてい

た。また、遺構中央の撹乱部分から

北側はやや強い硬化面をもち、南側

は硬化面をほとんど確認する事は出

来なかった。

幅の狭い溝状遺構の横幅は、幅の

広い所で約 0.98m、幅の狭い所で約

0.47mを測る。 2本の細い溝状遺構

はほぼ並列しているが、所々で繋が

っている。当初この遺構の直上が未

E
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仁ゴ

渉手ヰモ三三喜守三子f

C H=80.00m 

(層の硬さで3・4を分けられる)

層の様子はE層に似る。層中にテフラ等は見られない。締まった層。
層中に僅かに灰白軽石 (2.5Y8/2 粒径20m大)を含む。若干粘性が感じられる。よく締まった層。
混じりのない黒色土。
層中に僅かに灰白軽石 (2.5Y8/2 粒径2rrm大)を含む。サラサラと締まった層。
E層+黒色土の混ざりと恩われる。層は柔らかくサラサラしている。
土粒は微細でサラサラ。層中に僅かに白色パミス (N8/0 粒径1mm大)を含む。
層の様子は6層に似るが、若干締まっている。
E層

1 黒色 (5Y2/1)土
2 黒褐色 (2.5Y3/2)土
3 黒褐色 (2.5Y3/1)土
4 黒褐色 (2.5Y3/2)土
5 暗灰黄色 (2.5Y4/2)土
6 暗灰色 (N3/0)土
7 灰色 (N4/0)之
8 黒褐色 (2.5Y3/2)土

平面・断面図溝1

可
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浜場遺跡第34図
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(硬化面除去後)2 平面・断面図

つ山口d
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i←一未舗装農道下の
農道造成による撹乱ライン

，"，7どケ

¥吋九町町1土引吐j人、1、
~ 一一--一一 -一』、一-L
撹 苫ー

科目

体祖7!l<r霊L /~3 
酔ごニ」旦~v盾

1T土層断面
1 黒色 (2.5Y2/1)土
2 黒褐色 (2.5Y3/2)土
3 黒褐色(lOYR3/2)土

m
』

l
J

40) 

2T土層断面
4 黒褐色 (2.5Y3/1)土
5 黒褐色(lOYR3/2)土

( 1・2T部分)平面・断面図溝1浜場遺跡第36図 3 

舗装農道部分であり、その農道造成による撹乱を受けており、この撹乱層を除去したと

ころ、その直下から検出することが出来た。そのため遺構深度がかなり浅い状態での検

出となり、幅の広い溝状遺構と幅の狭い溝状遺構がほぼ直交するように繋がることがわ

かった。

これを受けて、前述した幅の広い溝状遺構中央の撹乱部分から南北で段差が生じてい

たことに着目し、その北側の硬化面を慎重に除去したところ、その直下からさらにやや

緩い層の硬化を確認する事が出来た。また幅の狭い溝状遺構の掘り下げを行ったところ、

遺構の底には硬化は見られなかったが、遺構の底面に直径 10"-'15 cm程度の円形若しく

は楕円形の柱穴状遺構が多数確認された。いずれの柱穴状遺構も浅い掘り込みであり、

硬化も確認されなかった。

また遺物の出土状況は、幅の広い溝状遺構の検出レベルで4点の成川式土器と思われ

る小片と、細い溝状遺構からは床着遺物として2点の成川式土器が出土した。(第40図)
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溝 1出土遺物

溝 1内の床着遺物の中で、比較的破片の大きい 1点 (97)を実測・図化(第46図し

た。溝1内の床着遺物の出土分布はD-9・18区と疎らである。

97は成川式土器の警の胴部と恩われ、わずかに内湾する。外面を塗布したように炭が

著しく付着する。

第22表浜場遺跡溝1出土土器観察表
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土坑

土坑はB ・C-14区、 B

18区、 B-20区で 3基検

出され、調査区の東側にのみ

確認されている。土坑の規模

に差異はあるが、比較的土坑

の深さも浅い。また全ての土

坑から微細な炭化物が確認さ

れた。

①土坑2 (第42図)

土坑 2はB・C-14区で検

出された。全体形は楕円形を

呈す。遺構はV層中まで掘り

込まれ、検出面から床面まで

の最深部で 0.20mを測る O 埋

土中からは微細な炭化物が多

数出土し、特に検出面近くの土

坑中央に多くの分布が確認さ

れた。掘り込みの層中に軽い硬

化が認められる部分があり、そ

の硬化層を除去して掘り下げ

たところ、その下層からも炭化

物が少量確認、された。土坑の切

り合いの可能性や、複数時期の

使用等が考えられ、時期等の確

認、のため、自然科学分析を行っ

た。その結果は第VI章に付す。

②土坑3 (第 43図)

土坑 3はB-18区で検出

された。全体形は楕円形を呈

す。遺構はV層中まで掘り込

まれ、検出面から床面までの

最深部で 0.23mを測る O検出

面において、土坑中央に土色

の変化が見られた(図版 4)

が断面上では分層できる程

の層の変化ではなかった。士

坑 2同様埋土中からは微細な

炭化物が多数出土し、特に検出

面近くの土坑中央に多くの分

イ



布が確認され、土坑の底面近くまで炭化物が出土した。炭化物の出土量は3基検出され

た士坑の中でも最も多い。またこの土坑内の炭化物も士坑2と同様に自然科学分析を行

った。その結果は第VI章に付す。

③土坑4 (第 43図)

士坑4はB-20区で検出された。全体形は楕円形を呈す。遺構はV属中まで掘り込ま

れ、検出面から床面までの最深部で O.132mを測る。微細な炭化物が確認されたが、土

坑中央の検出面に少量出土するのみで、あった。

(単位:cm)
備考一一一一一一寸

埋土に炭化物を多含

埋土に炭化物を多含

埋土に炭化物を少量含む

I . . . . 
・.・・ ・ ・・.
・.・・ . 
・ ・.. 
・・ . 
. 一.. ・ー

6・6・-，.ι 
. . 
、. 
. -・.. . 
・・~. . .. 

• • ••• 
• • 

(1 : 20) 

H=79.90m 

-・・.・・
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撹乱 f
(I) 
MN 

は土色変化部分

H=79.80m H=79.80m 

¥¥ノ
土坑3

日ー

H=79.90m H=79.90m 

ーに一一J にこ土三:JT
土坑4
1 黒色 (2.5Y2/1)土パミスの混じりが見られない。
2 黒色(lOY2/1)土 層の様子は1層に似るが、やや締まった層。
3 黒色 (Nl.5/u)土 2層よりもやや締まった層。若干の光沢有り。

土坑4
0(1  : 20) 50cm 

第43図浜場遺跡土坑3・4 平面・断面図
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E層・ IV層出土成川式土器

国・ N層より成川式土器は 271点出土し、うち接合遺物を含む 36点を実測・図化(第

45・46図)した。遺物分布はB-15"-'20区、 C-9 "-'19区、 D-7"'-'9・12区の広範

囲から確認され、特に調査区の東側にあたるB・C-18・19区に分布が集中し、調査区

の西側は出土分布の密度が疎になる傾向で、あった。(第44図)

98"-' 106は奮と思われる。 98"'-'101は口縁部が残存し、 98・99・101はやや外反気味に

反る。 100は口縁端部で外反する。 102は頭部から胴部が残存し、貼付突帯を持たない。

比較的小型の奮と思われる。 103は頚部が残存する。貼り付けた突帯に浅い刻目をもち、

その刻目は指頭を軽く押圧したように施されたと思われる。 104・105は底部が残存する 0

104は東原式土器に見られるような微小な底部をもっ。 106は脚部が残存する。脚はやや

外反気味に作出されている。器壁の調整が疎で歪である。 107"-'120は壷と思われる o 107 

"-' 112は口縁部が残存し、 107"'-'109はやや外反気味に反る。 109は器壁の調整が疎で歪

である。 110は外反する。 111はほぼ直行する。 112は極端に短頚の口縁部と思われ、外

面に赤色塗布が認められる。 113・114は頚部から胴部が残存する。頚部に貼り付けた刻

目突帯をもち、その刻目は布目圧痕と思われ、棒状の道具に布を巻いて押圧したものと

思われる。 115・116は胴部が残存し、 115は胴部に未調整の低い段を残す。 116は内面

に積上げの接合痕が意図的に残る。 117"-'119は胴部から底部が残存する。 117は他の遺

物とは異なり、胎土が微細で、器面もザラつきが感じられることから、化粧士等を塗布す

ることを前提に作られたものと思われる。 118は胴部がやや内湾する。 119は胴部がやや

内湾し、底部は丸底に近い。 120は脚部が残存する。脚はほぼ直行し、作出されている。

器壁の調整が疎で歪である。121"'-'126は高杯と思われる。121"-'123は口縁部が残存する。

121は口縁部がやや内湾する。 122は口縁部が外反し、胴部外面が「く」宇状に屈曲する。

123は口縁部が大きく外反する。 124"'-'127は脚部が残存する。 124は脚部と杯部を繋ぐ

突起部分である。 125は脚がほぼ直行し、脚部下位は緩やかに外反するように見える。

126は 125と同様に脚がほぼ直行し、胎土に含まれる砂粒や小磯が他の遺物よりも多含

であり、土器の色調も異なることから搬入品の可能性が考えられる。 127は脚の底部で

あり、大きく外反し、端部は丸くおさまる。 128"-'132は増と恩われる。 128は口縁部が

残存し、わずかに外反する。 129・130は胴部が残存し、 129は外面に赤色塗布が認めら

れる。 131・132は頭部から胴部が残存する。 131は頭部から底部までが比較的幅狭で、

胴部が極端に低いように思える。また胎士に含まれる鉱物が他の遺物と比べても密であ

り、搬入品の可能性も考えられる。 132は増の底部であり、器壁も比較的薄い。 133は杯

の口縁部と思われる。口縁部が内湾し、口縁端部で外反する。須恵器の杯の器形を模倣

したものと思われる。 134は椀形土器の口縁部と思われ、緩やかに内湾する。 135はミニ

チュア土器の口縁部であり、口縁部を内湾し、手提ねで調整し器形は歪である。 136は

胎士の様子から成川式土器群に分類した。胎土を楕円形に成形し、その一面をへラ状の

工具で横引きに浅く段を洗濯板状に作っている。使用用途等不明である。
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E層出土土師器・須恵器

土師器が 1点 (137)、須恵器が l点 (138)のみ出土し、それぞれC-15区、 C-19

区より出土し、その2点を実測・図化(第46図)した。分布の傾向は出土量が少ないた

め、判断が困難である。

137は土師器であり、土甘の頭部から胴部が残存する。器形の調整も指頭圧痕が目立ち、

内面の器壁は歪である。 138は須恵器であり、杯蓋の口縁部が残存する。口縁端部が平

坦で、胴部外面に段を有する。胎土が小豆色を呈し、初期須恵器の可能性が考えられる。

E層出土石器

皿層中から石器は 1点 (139)のみ、 C-18区で出土した。その 1点を実測・図化(第

46図)した。 139は砂岩製の磨石である。比較的小振りで、形状は俵型で研磨による磨

耗面が所々に見られる。また上部に磨耗面を伴う僅かな凹みが見られる。

3 その他

古墳時代以降の遺構は確認できなかったが、 E層及び撹乱層より近世陶器の出土が認

められた。また表土層遺物ではあるが現代遺物として2点 (143・144)を実測・図化(第

46図) した。

近世陶器

近世陶器は困層出土が 1点 (140)のみであり、 C-18区より出土した。その他撹乱

層出土の2点 (141・142) を実測・図化(第46図)した。

140'"'-'142は近世陶器である。 140は無頚壷の口縁部と思われ、口縁端部が平坦で、そ

の外面に紬の掻取痕が見られる。 14い 142は苗代川系薩摩焼の播鉢である。 141は胴部

が残存し、内面に串目が 5条の単位で刻まれている。 142は口縁部が残存し、口唇部が

肥厚し、口唇の平坦面に紬の掻取痕が見られる。内面に串目が 5条の単位で刻まれてい

る。

現代遺物

143はキセルの吸口である。表面に緑青が付着しており、その直径は最大で1.05 cmを

測る。 144は南九州コカコーラボトリング株式会社製と思われる 200mlファンタの瓶で

ある。口唇部が欠けている以外はほぼ完形である。アルファベット表記面の下位に f39

Y 71Jとあり、 1971年の製造瓶である。南九州コカコーラボトリング株式会社におい

て、ファンタの製造が 1963年 5月9日より行われ、その第 1号が宮崎県えびの市の「グ

リーンパークえびのj に展示しであり、瓶の形状・質感は今回調査で確認された遺物と

ほとんど変わりがみられない。
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第24表浜場遺跡成川式土器観察表(1 ) 

挿図 注記 出土区 胎土 色 調 施文・調整
法量(岨)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角
上i段外面 上段外面 口 底 君告 備 考

番号 番号 (遺構} 雲 磯 赤砂 下段内面 下段内箇 径 径 高
長 輝

C-18区 10YR6/4 にぶい黄櫨色
横ナデナァ 内面に所々に黒斑

第45図 98 247 号車 口縁部 成川式土器 O O 部板ナデ 26.4 7.0 タネ面に僅かに煤
困層

10YR7/4 にぶい黄桜色 横ナデ板ナデ 付着

第45図 99 226 
C-18区

護 口縁部 成川式土器 O O 
5YR5/6 明赤褐色 へフ削り

18.9 7.0 
E層 5YR6/6 樺色 ヘフ削り

第45図 100 214 
C-18区

牽 口縁部 成川式土器 010  
7.5YR6/6 燈色 横ナデーナデ

15.4 2.1 
土師器i'の折衷ワ

困層 10YR6/4 にぶい黄櫨色 横ナデ後板ナデ 外面に煤付着

B←18区 7.5YR7/6 燈色
横ナデ

内外面に
第 45図 101 95 

E層
奮 口縁部 成川式土器 O O 丁寧なナデ 3.5 

薄く煤付着
2.5Y5/2 暗灰黄色 横ナデーナデ

C-17区 頚部~ 。7.5YR6/6樺色 丁寧なナデ

第45図 102 155 饗 成μ|式土器 。 O 一部指頭圧痕 5.8 内閣に輪積み痘有
H層 胴部

7.5YR6/6 桂色 粗いナデ

第45図 103 154 
C-17区

事量 頭部 成川式土器 。 。7.5YR6/4にぷい樺色 ナデ
3.6 
刻目が浅い

E層 10YR7/4 にぷい黄樟色 組いナデ 指頭を軽く押圧ワ

第45図 104 159 
C-17区

聾 底部 成川式土器 O O 。10YR7/4 にぶい黄燈色 丁寧なナデ
1. 35 
東原式の底部と

困層 10YR7/4 にぶい黄櫨色 ナデ 恩才フれる

10YR7/6 明黄褐色
ナデ

第45図 105 75 
B-16区

護ワ 底部 成川式土器 。 O O 
横げ後ナラ守自し

3.7 底部に近い
百層

5YR6/6 燈色
(斜)ナデ

部指頭圧痕

8-17隠
5YR6/6 樺色 粗いナデ

第45図 10E 86 
班層

費 脚部 成)11式土器 O O o 17.5YR7/6 燈色 粗いナデ 4.1 

部指頭圧痕

8-17区 o 110YR7/4 にぷい黄檀色 ナデ横ナデ
第45図 107 72 

困層
壷? 口縁部 成川式土器 010  丁寧なナデ 4.85 外面に薄く煤付着

10YR7/4 にぶい黄櫨色 ナデ

第 45閲 108 55・136 C 困1層5区 壷 口縁部 成)11式土器 O 010  
o 17. 5YR6/4 にぷい燈色 ナデ

19，4 2.45 外国に煤付着
7.5YR6/4 にぶい桂色 ナデ

C-18区 7.5YR6/4 にぷい樺色
ナデ・板ナァ

第45図 109 228 壷 口縁部 成川式土器 O 010  部指頭圧痕 16.1 4.05 
困層

7.5YR6/4 にぷい樫色 ナデ

第45図 110 115 
B-19区

壷 口縁部 成川式土器 。 010  
7.5YR6/4 にぷい樺色 横ナデ

2.2 
困層 10YR6/4 にぷい黄樫色 横ナデ

C-19区 o 15YR6/6 檀色 ナデ横ナデ

第45図 111 257 壷 !コ縁部 劇 11式土器 。 。o 丁寧なナデ 2.5 
困層

5YR6/6 燈色 (斜)ナデ・ナデ

第45図 112 
2区

章 口縁部 成川|式土器 。 o 1 ~~~~/6 赤色 ナデ
6.6 1.6 

外商に赤色塗布
撹舌L 5YR5/6 明赤褐色 ナデ 樹措に短頚

第45図 113 108 
B-18区

壷
頚部~ 成)11式土器 010  o 1 :~YR6/6 境色 ナデ

3.6 
辻動車

W層 胴部 5YR6/6 樺色 ナヂ 突帯刻目は布目

8-19区 頚部~ 5YR5/6 明赤褐色
ナデ

辻堂原
第45図 114 103 査 制 11式土器 O 010  一部へラ削り 3.6 

E層 胴部
7.5YR5/4 にぶい褐色 ナデ板ナデ

突帯刻目i土布目

88 
8-17区 o 17. 5YR6/6 桂色 横ナデ後ナデ

外面の所々に
第45図 115 E層 壷 胴部 成)11式土器 O 丁寧なナデ 5.9 

2区撹乱 7.5四7/6樫色 ナフお
煤什着

第45図 116 199 
C-18区

壷ワ 胴部 成)11式土器 010  。 o 15YR6/6 樫色 ナヂ
4.05 
内面に意図的な

E層 10YR4/3 にぷい黄褐色 粗いナデ 輪積み痕有

第45図 117 112.127 8-18区 壷
服部

成川式土器 O O o 110YR8/4 浅黄燈色 丁寧なナデ
11. 9 
外商に塗布するこ

底部 2.5Y8/3 淡黄色 ナデ とを意識?

第45図 118 243 
C-18区

壷
胴部

成川式土器 O O o 17. 5YR6/6 檀色 (斜)ハケ目
7.65 

阻層 底部 7.5YR6/4 にぷい樺色 ナデ部板ナデ

1区 』同部~ o 17. 5YR6/6 燈色 板ナァ
平底

第45図 119 
撹乱

壷
底部
成川式土器 010  O 桂ナデ磨き 2.0 3.95 

外面に煤付着
5YR5/6 明赤褐色 刷けナデナデ

182・225 C-18区 o 15YR5/4 にぶい赤褐色
創刊ナデ

第 45図 120 壷 脚部 成川1式土器 O 010  ヘラ削り 粗しサデ 10.6 4.5 
227 E層

5YR5/4 にぷい赤褐色 へラ首Ijり和ドナデ

第45関 121 137 
C-15区

高耳 口縁部 成川l式土器 O o 15YR5/4 にぶい赤褐色 丁寧なナデ 4.7 内面に煤付着 | 
皿層 7.5YR6/4 にぷい桂色 丁寧なナデ

第 45図 122 
2区

高部 口縁部 成川式士器 O o 15YR6/6 桂色 横ナデ
3.2 

撹乱 5YR6/6 樺色 横ナデ

第 45図 123 135 
C-15区

高評 口縁部 成)11式土器 010  
5YR6/6 樺色 横ナデ

2.8 
E層 5YR6/6 樫色 横タデー7軍なナヂ

第45図 124 229 
C-18区

高部 脚部 成川式土器 O 010  O 55YYRR66//6 6 
檀色 ef，井)横ナデ

4.0 
脚部と耳部の

1l1)昌 樟色 粗いナデ 取り付け部分

第46図 125 
2区

高部 脚部 成川式土器 010  
o 110YR7/4 にぶい黄樫色 ナデミガキ

4.6 
辻堂原式と

撹乱 7. 5YR7/6 樺色 粗いナデ 思われる

第46図 126 
2区

高部 脚部 成川式土器 010  。 o 15YR5/6 明蔀褐色 丁寧なナデ
4.6 胎相粒土に・含ノI鳴まれが顕る著 l 

撹乱 5YR5/6 明赤褐色 粗いナデ

C-18区 o 15YR6/6 樫色 丁寧なナデ

第46岡 127 282 高部 脚部 成川式土器 。 010  横ナデーナデ 11. 6 3.2 
N層

5YR6/6 燈色 横ナデ

第46図 128 196 
C-18区

紺 日縁部 成川式土器 。。o 15YR6/6 燈色 横ナデーナデ
3.2 

E層 5YR6/6 燈色 横ナデ・ナデ

C-19区
2.5YR5/6 明赤褐色 丁寧なナデ

外面の所々に
第46図 129 266 

E層
柑 1岡部 戸釦11式土器 O 

0110YR7/4 にぷい黄燈色
ナデ・粗いナデ 2.9 

赤色塗布
一部指頭圧痕

C-17区 o 17. 5YR5/3 にぷい褐色 丁寧なナデ

第46図 130 175 柑? 胴部 成川式土器 O O (主)ナデ 3.5 外商に煤付着
N層

7.5YR5/3 にぶい褐色 丁寧なナデ

C-18区 頚部~ 7.5YR6/4 にぷい控色 丁寧なナデ 師団に劇寸着
第 46図 131 203 

E層
士甘
胴部
成川1式士器 010  010  O 6.5 

頭か部けかて極ら胴端部に浅にいI5YR6/6 燈色 ナデ指頭圧痕

5YR6/6 燈色
(斜)ハケナプ

東原式~辻堂原式C-17区 胴部~ ナデ
第46図 132 157 

E層
均
底部
成川式土器 。 010  O 

(斜)ハケナデ
3.4 4.0 

の内外時期歯に劇寸着 I 5YR6/6 燈色
丁寧なナデ
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第25表浜場遺跡成川式土器観察表 (2)

挿図 注記 出土区
胎土 色 調 施文・調整

法量(岨)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角
七段外面 上段外面 口 底 器 備 考

番号 番号 (遺構) 雲 磯 車砂
下段内面 下段内面 径 径 高

長 輝

第 46図 [33 142・[43
C-16区

耳 口縁部 成川式土器 O 010  
5YR6/6 燈色 板ナデ挫ナデ

15.6 3.9 
匝層 5YR6/6 燈色 板ナデ桂ナァ

8-20区 o 1'0YR6/4 にぶい黄様色 横ナヂ
第 46図 134 289 椀形 口縁部 成)11式土器 。 O ナデ部板ナデ 2.7 

E層
lOYR6/4 にぶい黄樟色 横ナァ・板ナデ

第 46図 135 
2区 ミニチュア 口縁部~

成)11式土器 O O 55YYRR6S//6 6 
明赤褐色 へラ削り

3.2 1.6 手担ね土器
E層一括 土器 胴部 明赤褐色 ヘラ削り

調

面

面
外
向

段
段

色

上

下

最大長| 最大幅| 最大厚

2.3 2.15 1.05 

主主量(唖)

O ι年は幹
1 5YR6/6 櫨色

第27表浜場遺跡土師器・須恵器土器観察表

掃図 注記 出土区
胎土 色 調 施文・調整

法量(岨)

番号 出土層 器種 部位 分類 石 角 上段外面 上段外面 口 底 器 備 考
番号 番号 {遺構} 雲 磯 赤砂

下段内面 下段内面 径 径 高
長 輝

C-18区 頚部~ o 1'0YR7/4 にぶい黄櫨色
指頭圧痕

第 46図 [37 250 柑 土師器 O (斜)横ナデ 2.8 
E層 1阿部

10YR7/4 iこぶし、黄桂色 ナデ・指頭痕

第 46図 138 268 
C-19区

杯蓋 口縁部 須恵器 o 17~Y4/l 灰色 ナデ
11.0 2.5 

辻堂原期の

」ー
H層 N4/0 灰色 ナデ 初期須恵器

第28表浜場遺跡 E層出土石器計測表

備考

上部に僅かな窪み

第29表浜場遺跡近世陶器土器観察表

挿図 注記 出土区 色 調 施文・調整 法量(岨)

番号
番号
番号

出土層 器種 部位 分類 胎土 上段外面 上段外面 口 底 器 備 考
(遺構) 下段内面 下段内面 径 径 高

第 46図 [40 186 
C-18区

壷 口縁部 近世陶器
5YR5/4 2.5Y6/4 にぶい黄色 ロクロナデ

9.1 1.8 
口唇部は軸剥ぎ

E層 にぷい本褐色 2.5Y6/2 灰黄色 ロクロナデ 取り痕有

第 46図 141 
2区

揺鉢 胴部 近世陶器
2.5Y5/4 lOYR3/3 暗褐色 ロクロナデ

3.2 串目は5条
撹乱 にぶい赤褐色 7.5YR4/3 褐色 串目痕

第 46図 142 
Z区

播鉢 口縁部 近世陶器
2. 5Y5/2 7.5Y5/1 灰色 ロクロナデ

27.0 3.6 串目は5条
撹乱 暗灰黄色 7.5Y5/1 灰色 ロクロナデ

第30表浜場遺跡現代遺物観察表

法量(岨・g) 備 考

最大長 最大幅 最大厚 重量

4.2 1. 05 1.0 3.72 

最大長 最大幅 最大厚 重量 口唇が欠損

19.4 5.9 392.88 I 1971年製
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第VI章浜場遺跡における自然科学分析

第1節 土坑2出土の炭化材分析

( 1 )樹種岡定

1 はじめに

株式会社古環境研究所

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹

種の同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比

較的近隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状

況や流通を探る手がかりとなる。

2 試料

試料は、 B・C-14区検出の土坑2の埋土から採取された炭化材2点である。

3 方法

試料を割折して新鮮な横断面(木口と同義)、放射断面(柾目)、接線断面(板目)の

基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって 50"'-'1000倍で観察した。同定は、解剖

学的形質および現生標本との対比によって行った。

4 結果

表1に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を

記す。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科(図版1) 

横断面:中型から大型の道管が 1"'-'数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射

孔材である。道管は単独で複合しない。放射断面:道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏

細胞からなる。接線断面:放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織

からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される O コナラ属アカガシ亜属にはアカガ

シ、イチイガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州、|に分布する。常緑高

木で、高さ 30m、径1.5m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特

に農耕具に用いられる。

散孔材 diffuse-porous wood (図版2)

横断面:小型の道管が散在する散孔材である。放射断面:道管の穿孔は階段穿孔板から

なる多孔穿孔である。放射組織は異性である。接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1

"'-'3細胞幅ぐらいである。

以上の形質より散孔材に同定される。ヒサカキ属、ハイノキ属、ガマズ、ミ属に類似する

点も見られるが、試料が小片で、広範囲の観察が困難なため、散孔材の同定にとどめた。
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5 所見

樹種同定の結果、土坑2の埋士から採取された炭化材は、コナラ属アカガシ亜属および

散孔材と同定された。コナラ属アカガシ亜属は、温帯下部の暖温帯の照葉樹林を形成する

主要高木であり、散孔材についても暖温帯域に生育する広葉樹とみなされる。いずれも、

当時の遺跡周辺もしくは近隣の地域で、採取可能な樹種で、あったと考えられる。

(2)放射性炭素年代測定

1 はじめに

放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性

炭素(l4C) の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定

法である。

2 試料と方法

地点・層準 1 種類

B C一回，土坑2理士，地285 I炭化材(散孔材)
B-C-14区，土坑2埋土，ぬ638 I炭化材(アカガシ亜属)

acid/alkali/acid :酸アルカリ酸洗浄

AMS:加速器質量分析法 (AcceleratorMass Spectrometry) 

3 測定結果

試料名 測定No. 未補正14C年代 a 13C 14C年代

(Beta-) (年BP) (%0) (年BP)

No.l 243993 1620土40 -25.8 1610:1::40 

No.2 243994 1630 :1::40 -26. 7 1600:1::40 

前処理・調整

acid/alkali/acid 

acid/alkali/acid 

暦年代(較正年代)

(2σ:95%確率 1σ:68%確率)

交点・ CalAD 420 

2σ: Cal AD 380-550 

1σ: Cal AD 410-460， 480-530 

交点:Cal AD 430 

2σ: Cal AD 390-550 

1σ: Cal AD 410-540 

BP: Before Physics (Present) ， Cal: Calibrated， BC:紀元前， AD:紀元後

①未補正 14C年代

試料の 14C/12C比から、単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半

減期は 5，730年であるが、国際的慣例によりLibbyの 5，568年を用いた。

②3レタ13C測定値
試料の測定 14C /12 C比を補正するための炭素安定同位体比(l3c/12C)。この値は標準

物質 (PDB) の同位体比からの千分偏差 (%0)で表す。試料のo13C値を-25(%0)に標準化
することで同位体分別効果を補正する。

③14C年代

o 13C測定値により同位体分別効果を補正して算出した年代。暦年代較正にはこの年代
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値を使用する。

④暦年代 (CalendarAge) 

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中 14C濃度の変動および 14Cの半減期の

違いを較正することで、より実際の年代値に近づけることができる。暦年較正には、年代

既知の樹木年輪の詳細な 14C測定値およびサンゴのU/Th(ウラン/トリウム)年代と 14C

年代の比較により作成された較正曲線 (IntCal04) を使用した。

暦年代の交点は、 14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を示し、 17マ (68%確

率)と 2σ(95%確率)は、 14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示

す。したがって、複数の交点や複数の 1σ ・2σ値が表記される場合もある。

4 所見

加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果、 No.lの炭化材では 1610

::t40年BP(2σ の暦年代でAD380，-....，550年)、 No.2の炭化材では 1600士40年 BP(AD390 

，-....，550年)の年代値が得られた。これらの試料は、ほぼ同一時期のものと考えられる。

第2節土坑3出土の炭化材分析

(1)樹種同定

1 はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹

種の同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比

較的近隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状

況や流通を探る手がかりとなる。

2 試料

試料は、 B-18区検出の士坑3内の埋土から採取された炭化材1点である。

3 方法

試料を割折して新鮮な横断面(木口と同義)、放射断面(柾目)、接線断面(板目)の

基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって 50，-....，1000倍で観察した。同定は、解剖

学的形質および現生標本との対比によって行った。

4 結果

分析の結果、クリ Castanea c陀nataSieb. et Zucc. (図版3) と同定された。以下に同定

根拠となった特徴を記し、各断面の顕微鏡写真を示す。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科

横断面:年輪のはじめに大型の道管が数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が

火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面:道管の

穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。接線断面:放射組織は単列の同性放
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射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布す

る。落葉の高木で、通常高さ 20m、径 40cmぐらいであるが、大きいものは高さ 30m、径

2 m~こ達する。耐朽性強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、

家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

5 所見

樹種同定の結果、土坑3内から採取された炭化材は、クリと同定された。クリは、温帯

に広く分布する落葉広葉樹であり、暖温帯と冷温帯の中間域では純林を形成することもあ

る。乾燥した台地やE陵地を好み、二次林要素でもある。当時の遺跡周辺もしくは近隣の

地域で、採取可能な樹種で、あったと考えられる。

(2)放射性炭素年代測定

1 はじめに

放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性

炭素(l4C) の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定

法である。樹木や種実などの植物遺体、骨、員殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象

となり、約5万年前までの年代測定が可能である。

2 試料と方法

地点・層準 | 種類

土坑3埋土，恥130 炭化材(クリ)

前処理・調整

酸ーアルカリ一酸洗浄

AMS:加速器質量分析法 (AcceleratorMass Spectrometry) 

3 測定結果

測定No. 未補正14C年代 813C 吋年代 暦年代(較正年代)
試料名

(Beta-) (年BP) (%0) (年BP) (2σ:95%確率 1σ:68%確率)

No.1 255865 1740土40 26.2 1720土40 交点:Cal AD 330 

2σ: Cal AD 230-410 

1σ: Cal AD 250-390 

BP : Before Physics (Present) ， Cal: Calibrated， AD:紀元後

①未補正 14C年代

試料の 14Cjl2C比から、単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。 14Cの半

減期は 5，730年であるが、国際的慣例によりLibbyの 5，568年を用いている。

②す夕13C測定値

試料の測定 14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比(13C/12C)。この値は標準

物質 (PDB) の同位体比からの千分偏差 (%0) で表す。試料の a13C値を 25(%0)に標準化

することで同位体分別効果を補正する。
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③14C年代

o 13C測定値により同位体分別効果を補正して算出した年代。暦年代較正にはこの年代
値を使用する。

④暦年代 (CalendarAge) 

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中 14C濃度の変動および 14Cの半減期の

違いを較正することで、より実際の年代値に近づけることができる。暦年代較正には、年

代既知の樹木年輪の詳細な 14C測定値およびサンゴの U!Th (ウラン/トリウム)年代と 14

C年代の比較により作成された較正曲線 (IntCal04) を使用した。

暦年代の交点は、 14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を示し、 17マ (68%確率)
と2σ(95%確率)は、 14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって、複数の交点や複数の 1(J ・2σ値が表記される場合もある。

4 所見

加速器質量分析法 (AMS) による放射性炭素年代測定の結果、 No.lの炭化材では 1720::t

40年BP(2σ の暦年代で AD230~410 年)の年代値が得られた。

[参考文献]
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写真 1 浜場遺跡の炭化材

横断面 0.4mm 放射断面 0.2mm 接線断面 0.2mm 

図版 1. No.638 土坑2 埋土炭化材 コナラ属アカガシ亜属

横断面 0.4mm 放射断面 0.2mm 接線断面 0.2阻

図版 2. No.285 土坑2 埋土炭化材 散孔材

横断面 0.4mm 放射断面 0.2mm 接線断面 0.2mm 

図版 3. No.130 土坑 3 埋土炭化材 クリ
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第四章下堀遺跡確認調査の概要

第1節確認調査の方法

確認調査は、遺跡の性格と範囲を把握するために、事業対象区域内の任意の地点に 4ト

レンチを設定して実施した。下堀遺跡は既設舗装道路の拡張部分の調査であり、掘削範囲

が狭く、トレンチの規模はlmX3mを基調とした。調査員立会いのもと表土、火山灰層

を除去した後、作業員による掘り下げを行った。包含層の残存状況は全体的に良好で、あっ

たが、一部で削平が見られた。

第2節層位

確認調査時の標準土層は下記のとおりである。

層位| 土色 | 土質・特徴

1 -a層
暗オリーブ灰色 表士層。層中に灰白色 [7.5Y8/1Jァフフ(直径1，---..，10阻程度)

[2.5GY4/1J を多含する硬質土層。

1-b層
オリーブ黒色 旧耕作土。属中に灰白色 [7.5Y8/1Jァフフ(直径5，---..，10皿程

[10Y3/1J 度)を含む締まった層。

E層
黒色 層中ににぶい黄樺色 [10YR7/4Jパミス(直径2，---..，4阻程度)が

[Nl. 5/0J 層全体に浮遊する締まった層。

困層
黒色

層中にテフラ・パミスの類を含まない締まった層。
[2.5GY2/1J 

W層
黒色 層の様子はE層に似るが、比較的層色が明るい硬く締まった

[5Y2/1J 層。

V層
黒色

層の様子はN層に似るが、層色が比較的に濃く締まった層。
[10Y2/ 1 J 

VI層
黒色 層中に明黄褐色白川町/6Jパミス(直径2'---"'3岨程度)を含む

[7. 5Y2/ 1 J 締まった層。

VII層
黒色 属中にァフフ・パミスの類を含まず、湿り気のある締まった

[N2/0J 層。

黒褐色
通称池田湖ァフフ層 (lk)0 黄樟色 [10YR6/8Jァフフを層

VIII層
[2.5Y3/2J 

の上位にわずかに含み、その下位は粘性をもっ硬く締まった

層が堆積する。

明黄褐色
通称 鬼界アカホヤ火山灰層 (K-Ah)。かなり硬く締まる層。

E層 層の下位に黄櫨色 [7.5YR7/8Jテフラ(直径2，---..，10mm程度)が
[10YR6/8J 

層を成す。

X-a層
黒色

属中にテフラ・パミスの類を含まない硬く締まった層。
[7.5Y2/1J 

X-b層
オリーブ黒色 層中に明黄褐色 [10YR6/8Jパミス(直径2'---"'5阻程度)が層全

[5Y3/1J 体に浮遊するように多含する硬く締まった層。

X-c 層
オリーブ黒色 層の様子はX-b層に似るが、層中に含まれる明黄褐色ノ古ミ

[5Y2/2J ス (10YR6/8)が大きく比較的硬い層。

X-d層
暗オリーブ色 層色がX-c層と比べて明るくなり、層中に明黄褐 [10YR

[5Y4/3J 6/8J色ノfミスをわずかに含む層。

X 1}量
黄褐色 通称 サツマ火山灰層 (Sz-s)。かなり硬化して締まった層。

[2. 5Y5/3J 層の上位にサツマ火山灰層の 2次堆積が一部見られる。
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第3節確認調査の概要

確認調査の結果、遺物・遺構ともに確認されず、事業対象区域内に遺跡は存在しないこ

とが判明した。
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第四章浜場遺跡・下堀遺跡調査のまとめ

はじめに

浜場遺跡・下堀遺跡は県営半島基幹農道整備事業 草野2期地区に起因する農道整備事

業により平成 19年度に確認調査、全面調査を実施した遺跡であるが、これらの遺跡の隣接

地を同事業の草野地区の事業対象区域においても、同様に浜場遺跡・下堀遺跡を平成 11

年度に確認調査、平成 14年度に全面調査を実施した。前地区の調査では、 f兵場遺跡は縄文

時代早期の石嫉製作跡、下堀遺跡は縄文時代早期の炉穴下部の「シミ状痕跡」が遺跡の特

徴として確認されている O

第1節浜場遺跡遺物

(1)土器

土器は第V章で述べたとおり、大別して古墳時代・縄文時代早期の遺物が確認されて

いる。古墳時代の土器に関しては主に成川式土器が主であり、辻堂原式から笹貫式にか

けての土器型式の特徴を持つことから、古墳時代中期末頃から後期にかけての遺物が確

認されたことになる。縄文時代早期の土器に関しては、全体的な出土点数は少ないもの

の、縄文時代早期前葉から後葉末にかけての時期にかけての遺物が確認され、出土遺物

数から、第V群(塞ノ神Aa式)から第四群(苦浜式)にかけて遺物の出土数が多く比

較的遺物の残存状況が良いものが確認されていることから、縄文時代早期後葉から末に

かけての居住に伴う遺構が近隣に存在する可能性がある。

(2)石器

縄文時代早期相当の遺物包含層から出土した石器については、 OB8類に分類される黒

曜石と黒色安山岩製の遺物が大半であり、 OB8類に分類される黒曜石については、 D.

E-7区において約 3mの範囲から OB8類に分類される黒曜石の石質の石鍛・剥片を含

んだ密な分布が確認されていることから、平成14弔支の調査成果と同様に石鯨製作場が

存在した可能性がある O

第2節浜場遺跡遺構

N層上面で検出された土坑2・土坑3の炭化物の自然科学分析の結果については第VI章

に述べている。この 2つの土坑から得られた放射性炭素年代測定の結果を比較すると、土

坑2の同遺構内で確認された 2点の炭化材についてはサンフ。ルNo.lが2σ の暦年代で

AD380'"'"'550年、サンフ。ルNo.2が2σ の暦年代で AD390'"'"'550年の結果が得られた。この 2

点のサンプルについては士坑埋士内に確認された硬化面の上下で確認されたものであるが、

ほぼ同一時期の試料であり、硬化面の形成を伴う複数時期の使用については、ほとんどの

差異がない事がわかった。土坑3の炭化材については2σ の暦年代でAD230'"'"'410年であり、

土坑2と土坑3の使用時期については2σ の暦年代でAD390'"'"'410年の聞に交点が得られ、

土坑2・土坑3についてはほぼ同一時期に使われた可能性がある。また、 N層上面で検出

された溝 1は、遺構床面及び遺構埋土内に少量ながら成川式土器が確認されていることか

ら、使用年代は古墳時代以降であることが考えられる。その使用意図については、土層の

堆積状況についても幅の広い溝状遺構部分(第 34図)と、そこに交差する 4トレンチA-
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A' 面(第 37図)を見る限りでは層がレンズ状に堆積しているのが確認でき、その直下に

広く硬化面が形成されていることから道跡の使用が考えられる。しかし2条の細し、溝状遺

構については遺構の掘り込みが上層の撹乱により僅かに確認できる状態であった。残存す

る遺構内埋土を観察しても土砂の流入を示す層の堆積は見当たらず、底面の高低差につい

ても一定の状況が見られない事から水利に伴う遺構の可能性は低いと考えられる。また遺

構の底面で確認された直径 10"-'15cm程度の浅い柱穴状遺構について牛馬の足跡痕を伴う

道跡が考えられたが、底面及び柱穴状遺構に硬化面の形成が見られず牛馬の足跡痕の確証

は得られなかった。

区 b層上面で確認された集石及び炭化物集中地点について、遺構埋土内には時期を示

す遺物が確認されなかったため使用時期は、遺構を巡る遺物の出土状況に関連性を見いだ

されると思われ、集石1・2・3の付近には第V群(塞ノ神Aa式)、炭化物集中地点、3の

付近には第四群(塞ノ神Bd式)、炭化物集中地点 1の付近には第町群(手向山式)、炭化

物集中地点2の付近には第VDI群(苦浜式)の土器がそれぞれ確認されていることから、 3

区で確認されたIX-b層上面検出遺構は、ほぼ縄文時代早期後葉に使用されたものと考え

られる。

平成 14年度調査成果との遺物・遺構分布の傾向

この遺跡の立地は舌状に延びる台地末端の根元にあたり、今回の全面調査における

古墳時代の遺物包含層はその台地末端の根元中央に存在する。平成 14年度の調査では

遺物・遺構とも調査区中央部を除くほぼ全域に、掘立柱建物・柱列を含む遺構群及び

成川式土器を中心とした分布が確認されている。また同様に縄文時代早期の遺物は、

田原J11を眼下に望む台地の東端部に炉穴・土坑・散石群を含む遺構群及び出土数は少

ないが辻タイプ-塞ノ神式・石坂式・下剥峯式の縄文時代早期の土器と多量の石嫉・

剥片の分布が確認されている。

今回の全面調査において、古墳時代の遺物包含層及び遺構は、調査区の東側にその

分布の傾向があることは前述したとおりであるが、平成 14年度の調査結果と照らし合

わせた場合、比較的に平成 14年度調査の成川式土器の遺物分布が疎であり、今回の全

面調査地のC-18区を中心に密な出土分布が見られることから、浜場遺跡における古

墳時代の遺跡地は、舌状に延びる台地末端の中央付近にあることが考えられる。また

縄文時代早期の分布は、いずれも台地の東端と西端にそれぞれ位置し、遺構の分布に

ついても散石・集石を伴った点、は類似の傾向があるように思える。

第3節下堀遺跡まとめ

今回の確認調査においては遺物・遺構とも確認されなかったが、平成 14年度の発掘調査

の成果から、より田原川に近い台地の西端には埋蔵文化財が包蔵されている可能性は高く、

今後の調査によって下堀遺跡の全容を把握することも可能と思われ、今後の試料の増加と

検討が必要と思われる。

77 -



【参考文献】

『鹿大考古 第 6号 成川式土器再考』 中村直子 1987 鹿児島大学考古学会

『日本土器辞典』 大川 清・鈴木公雄・公楽善通 1996 雄山閣

『新編 火山灰アトラスー←日本列島とその周辺』 町田洋・新井房夫 2003 東京大学出版会

『上野原遺跡(第 10地点)Jl 中村耕治・井ノ上秀文・富田逸郎・八木津一郎 2001 

鹿児島県立埋蔵文化財センター

『上野原遺跡(第 2~7 地点)Jl 森田郁朗・今村敏照・中村和美・黒川忠弘 2002 
鹿児島県立埋蔵文化財センター

『城ヶ尾遺跡』 有馬孝一・馬寵亮道・鮫島伸吾・真鍋雄一郎・長野真一 2003 

鹿児島県立埋蔵文化財センター

『桐木耳取遺跡』 長野異一・大保秀樹・松尾勉・野間口勇・八木津一郎・岩戸孝夫・元日順子・

真鍋雄一郎・馬龍亮道・鮫島信吾・山元真美子 2005 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『上野原遺跡(第 10地点、)Jl 中村耕治・繁昌正幸・井ノ上秀文・富田逸郎・森田郁朗・東和幸・

八木津一郎・栗林文夫 2000 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『九日田遺跡』 井ノ上秀文・宇都俊一 2002 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『供養之元遺跡』 野遺盛雅・山崎克之 2002 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『前原和田遺跡』 大保秀樹 2002 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『桐木遺跡』 中原一成 2004 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『三角山遺跡群 (2)Jl 藤崎光洋・大久保浩二・上床真 2004 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『三角山遺跡群 (3)Jl 藤崎光洋・中村和美 2006 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『仁田尾中 A・B遺跡』 長野員一・園師洋之・馬龍亮道 2007 

鹿児島県立埋蔵文化財センター

『関山西遺跡』 遠矢勝幸・永演功治 2008 鹿児島県立埋蔵文化財センター

『熊毛諸島の縄文早期土器の一型式一苦浜式土器の認定一』 堂込秀人 1994 

考古学ジャーナル

『南九州員殻文系土器 I~鹿児島県~Jl 黒川忠広 2002 南九州縄文研究会

『横峯遺跡』 倉元良文・堂込秀人・成尾英仁 1993 南種子町教育委員会

『大中原遺跡』 下大川可・前迫亮一 2000 根占町教育委員会

『仕明遺跡』 中水忍・出口順一朗・堂込秀人・前迫亮一・横手浩二郎・和田るみ子・東徹志 2005 

有明町教育委員会

『横堀遺跡』 中水忍・東徹志・出口順一朗・堂込秀人 2005 有明町教育委員会

。。
門

i



図版



図版1 浜場遺跡試掘調査浜場遺跡・下堀遺跡確認調査

浜場遺跡確認調査 2 T 北壁土層断面

浜場遺跡確認調査 5 T 

浜場遺跡 試掘調査 4T III層遺物出土状況

下堀遺跡確認調査 3 T 酉壁土層断面 下堀遺跡確認調査 4 T 西壁土層断面
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図版4 浜場遺跡 掘立柱建物・土坑

土坑2検出状況 土坑2完掘状況

士坑4検出状況 土坑4完掘状況



図版5 浜場遺跡

四群 (44)土器出土状況 2区南壁土層断面

四群 (34)土器出土状況 1-3区西壁土層断面

磨石 (94)出土状況 3区西壁土層断面



図版6 浜場遺跡縄文早期土器(1 "-' VI群)
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図版8 浜場遺跡医-a層出土石器
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図版9 浜場遺跡成川式土器
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図版10 浜場遺跡 成川式土器・土師器・須恵器・石器・近世陶器・現代遺物
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島産と思われる黒曜石製の石蝶・剥片が多数出土し、一部の石鹸・剥片は一定範囲に密な状

要 定り 態での分布が確認された。

下堀遺跡:今回の調査においては遺物・遺構とも確認できず、事業対象区域内において遺跡

は存在しないことがわかった。



おわりに

平成 19年度。志布志市は南国であり、世は地球温暖化が叫ばれる中、朝現場に出てみる

と厚い霜柱が現場一面を覆い、日陰の霜は削ってもまた再生してくる。 11月から着手して、

越冬の現場運営でした。調査にあたり調査地周囲の畑地を耕作される方々の多大なるご協

力をいただき、無事に調査が 3月に終了。気付けば周りの風景は春の彩りを迎えようとし

ていました。

現場で埋蔵されている遺物・遺構に向かい合っているうちに、自然は少しずつ春を迎え

る準備をしていた。その自然の中に埋蔵された遺物・遺構を自然の中で調査し、現場を間

もなく終えようとする中で、春の息吹と祝福を感じ、励まされたことを思い出します。

いずれは寿命と共に土に返る身であることは当然のことですが、そのときは士に返り自

然の中に同化して、自然の一部となって周りを励ます存在になりたいものだと思います。

結びに、確認調査、全面調査、整理作業、報告書作成に携わってくれた作業員や臨時職

員のみなさん、その他関係してくださった皆様にこの場をお借りして謝意と賛辞を述べた

い。本当にありがとうございました。

(3 0代最後の春に… J. D) 
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